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藏 文如來藏經譯 註

香 川 孝 雄

序

如 來藏經は漢字譯 としては,佛 陀跋佗羅 譯(以 下舊譯 と略稱 す)と,不 空譯

(以下新譯 と略稱 す)の 二譯 が現 に傳 え られ てい る。大正 藏經 では僅 かに四,

五 頁 の一小經 に過 ぎないが,思 想的 には,佛 教 の根 本問題 た る佛性 を読い て一・

切 衆生 に成佛 の可能性 を示 し,そ の ことを理解 し易 くす る爲に九 喩 を以 っ て読

明 して い る。恐 ら く如來藏 な る言葉 を用 いた最初 の經典 で あろ う。 こ の 思 想

は,や がて湟槃經,不 檜不減經,勝 鬘經,無 上依經,入 楞伽經等 の經典 を生

み,又,佛 性論,究 竟一乘寶性論,大 乘法界無差別論 には,そ の中心問題 とし

て取 り擧げ られ,更 には大乘起信論の眞如縁起読へ と發展 した契機 をなす もの

と見 る ことが出來 る。 かか る意味 におい て觀過 す ることの出來 ない經典 と見 ら

れ る。 チベ ッ トにおい て も飜譯が なされ,現 に西藏大藏經 の甘殊爾部 に收 め ら

れ て居 り,北 京版 ではShu259b～274a,デ ル ゲ版 ではZa245b～259bに あ る

の が,そ れで ある。 中國においては,こ の經典に封 する註釋 は知 られ てい ない

のに反 しチベ ッ トでは學匠Bu-stonに よつて,二 部の註疏即 ちDebshingsegs

pahisninpohibsdusdonrinpochegsergyisdemig(西 藏 撰述佛典 目録N().

5180)'とCintuzabci血brtagPardkahbadebshingsegspahispinpogsal

shinmdsesparbyedpahirgyanshesbya(Ibid.No.5182)の 二 があ る。更 に

そ の複 註 がSgra-tshad-paに よつ て作 られ て,Debshingsegspahisnippo

gsalshinmdsesbarbyedpah.irgyangyirganmkhaspahiyodhphrodces

byaba(lbid.No.5240)と 題 され,合 計 三部が存す ること1な る。
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今,チ ベ ット文如來藏經の和譯を試み,漢 字譯兩本と比較する時,全 體的に

見て,不 空譯に近いことが知 られるが,全 然同じではない。これ ら諸本の封照

によつて,漢 字譯のみでは理解し難い點が解明され,又,本 經自體の成長の跡

を窮 うことが出來るであろうが,そ のことは註において述べることにした。又

思想内容や成立及び飜譯に關しては,佛 教文化研究所 より發刊の 「漢藏三譯封

照如來藏經」の中に藤堂恭俊氏による詳 しい解題があるから省略す る こ と ・

し,こ ～では唯,本 經の中心たる如來藏の譬喩について,他 の諸經論に出る譬

喩との關係 を表にして竭げるにとiめ たい。譯文は出來得る限 り藏譯の原文に

忠實である樣,心 掛けたが,そ のま～では日本語としては稚劣なばかりか意味

の通 じ難い場合がある。それを防 ぐ爲,原 文にない言葉を補 うこと・し,そ の

言葉は 〔 〕で示した。又譯語のみでは意味の不明瞭な時は,そ の意味

するところを()内 に書き加えた。,

尚,本 論稿は昭和35年度,佛 教文化研究所において,藤 堂恭俊先生をチーフ

とし,水 谷幸正,成 田俊治,澤 田謙照,近 藤徹稱,梅 辻昭音,加 藤善淨,賀 幡

亮俊等各氏 との共同研究たる如來藏經ゼ ミナールにおける成果の一部であるこ

とを附記する。

本 文 和 譯

イン ド語にてAryaTathagata-garbhanamamahayanasutra

チベット語にて聖 なる如來藏 と名付 くる大乘經
ユラ

ー切 の佛 ,菩 薩に歸命す。

の

か くの如 く我聞 く。一時世尊は正覺を成 じてより十年せる熱時の際に,王 舍

城耆闍崛山における寶月講堂の旃擅の重閣に,百千の有學,無學なる聲聞の比丘
の

に滿つ る比丘の大衆 〔と倶にましました。その〕多 くは阿羅漢 〔で〕諸漏 を盡

し,煩 惱なく,自 在 を得,心 善解脱,慧 善解脱 して,全 てを知れ る者である。

〔譬 えば〕大龍が所作已に辨 じ,重 擔を捨棄 し,己 の目的を逮得 し,諸 々の現

起せる有結 を盡す 〔如 く〕正智によつて心善解読 〔を得て〕一切の衆生は自在
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の

の最勝の彼岸に到る。皀口ち具壽大迦葉チ具壽優樓頻螺迦葉,具 壽那提迦葉・具

壽伽耶迦葉,具 壽大迦旃延,具 壽倶郡羅,具 壽薄倶羅,具 壽離波多,具 壽須菩

提,具 壽滿慈子,具 壽語 自在,具 壽舍利弗,具 壽大 目健蓮,具 壽僑陳如,具 壽烏

陀夷,具 壽羅髏羅,具 壽難陀,具 壽鄙波難陀,具 壽阿難陀,彼 等百千に滿つる

比丘逹 と倶に住して居 られた。種 々の佛國より來集せる六十恒河沙程の一切の

菩薩摩訶薩逹は亦,一 ・生補處にして,大 紳通力 と無所畏 とを得て,已 に百千倶

胝那由他 〔と ーう〕多 くの諸佛に承事 し不退の法輪 を轉 じた。無量阿僣祗世界
5)6)

の衆生は,名 を聞 くごとによりデ聊かも無上正等覺 より退轉せず。印ち,菩 薩

摩訶薩たる法慧,師 子慧,虎 慧,義 慧,寶 慧,最 勝慧,月 光,寶 月光,滿 月

光,大 勇健,無 量勇健,無 邊勇健,三 世勇健,不 動勇健,大 勢至,觀 世音,香

象,香 悦,香 悦吉鮮,吉 群藏,日 藏,幢 相,大 幢相,無 垢幢,無 邊寶杖,捨 寶杖,

無垢寶杖,歡 喜王,常 歡喜,寶 手,虚 空藏,屮 岳,須 彌山,大 須彌山,功 徳寶

光,陀 羅尼 自在王,持 地,除 一切衆生病,歡 喜意,憂 悲意・無憂・發光・栴檀・

轉女,無 量雷音,起 菩提,不 空見,一 切法自在,彌 勒菩薩摩訶薩・文殊師利・

彼等六十恒河沙の菩薩摩訶薩達 とも亦倶であつた0夊,無 量の天,龍,夜 叉,

乾闥婆,阿 修羅,迦 樓羅,緊 那羅,摩 喉羅伽,人,非 人とも倶であつた。そ こ
の

において世墫は百千の眷屬に圍繞せ られ,奪 敬せられて,國 王,大 臣,長 者,

居士,官 吏,町 民,國 民の人々に奪重せ られ,奪 敬せ られ,供 養せ られた。

さて,世 霹は食事の後に,旃 檀藏の樓閣の中へ入 り給 うた。その時,佛 力に

よつてかの旃檀藏の樓閣 より百千萬億の蓮華の花 を出し,大 きさ車輪の如 く,

〔妙なる〕色を具 し,百 千萬億 〔の花〕が滿開 となつて厂それらは上方の盧空

に昇ることによつて一切 を具する佛國土 を覆い,恰 かも寶幔の如 く彌覆 した。
む

各々の蓮華藏には如來身が結跏趺坐して住し,十 方に光明を遍 く放 ち,そ れ ら

の一切の蓮華は亦滿開 となつた。 〔ところが〕その時,佛 威神力によつて,そ

れ らすべての蓮華の花辨が色褪せ,汚 れ,惡 臭がして萎れた歌態 となり,厭 惡
の

すべ きものとなつた。 しかし乍 ら蓮華藏の中の如來身は結跏趺坐して住 し,普

く十方に光明を放 ち,輝 いている。如來身がこれら蓮華藏に住することにより,
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一切を具する佛國土が莊嚴せ られ
,そ れが爲に佛國土は極めて美わ し くな つ

た。そ こでその時,一 切の菩薩衆及び四部の眷屬も亦,驚 嘆して歡喜した 〔が

〕世奪 の神通の行爲を見ることにより疑念を起 した。皀口ち百千萬億の蓮華の花

がかくの如 く惡色にして莖 も亦惡色 となつて厭惡すべき又,悦 ばしからざるも

のとなつている 〔にも拘 らず〕それ ら蓮華藏の中には亦,各 々に如來身が結跏

趺坐して住 し,十 方に光明を放つて輝いているその因は何であり縁は何である

かを疑 う。

そこで一切を具する菩薩衆及び四部の眷屬は疑つたところに 〔解答〕を求め

る相 をなした。その時,か の栴檀藏樓閣の中において金鬮慧菩薩摩訶薩 と呼ば

れ る 〔方が〕衆と倶に坐して居 られた。

そ こで世奪は金剛慧菩薩摩訶薩に告げて語 り給 うた。善男子よ,汝 が 〔疑問

とする〕法の読示より始める。 よつて如來應供正等覺に問 うことを許す。そ こ

で金剛慧菩薩摩訶薩は世霹に許 されて,天,人,阿 修羅 を有する世闇と,一 ・切

の菩薩 と四部の眷屬等の疑問の惱みを明らかにせんが爲に世尊に次のことを申

し上げた。世奪よ。この一切世界が惡色に鵡て惡臭を放 つ百千萬億の蓮華によ

つて覆 われている 〔にも拘 らず〕それ らの中に如來身が結跏趺坐して住 し,十

ユの

方に光 明を普 く放つ彼等如來身を見て百千萬億の有命者は合掌して禮拜するこ

との因は何であり,縁 は何でありますか。

そこでその時,金 剛慧菩薩は偈を以って次の樣に申し上げた。

千萬の佛は不動にして

蓮華の中に住し給い

御身によつてか く紳逋變化 をなされることを

我は未だ曾つて見 ることなし。

數千の光明は光 り輝いて

かの一切の佛國土 を覆い

不 可思議なる法を享受 して

諸 々の導師は間斷なく作業し
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花辨や莖が厭惡すべ く

惡色となれる蓮華の中に

彼等は寶の如 くに住し

それら厭惡すべ き状態に紳逋變化す。

我は恒河沙程の佛 を見奉 るに

その神逋が殊勝 なるを見て

それが永 く愛樂せられる神變は何の如 くであるか。

か ・る神變は未だ曾つて見ることなし。

兩足奪によつて説かれんことを願 う。

何の因,何 の縁なるかを説かれんことを願 う。

世間の爲に哀愍 して読かれんことを願 う。
ユ　ラ

ー切有身者の疑を除かれんことを願 う。

そこで世奪は金剛慧菩薩摩訶薩等一切の菩薩衆に語 り給 うた。善男子 よ。如
エの

來藏 と呼ばれる方等經がある。それを説かんが爲に如來はか くの如 き色相を現
ユヨラ

ずるのである。それ故に善 く聽いて意に受持せよ。されば我は読 く。

金剛慧菩薩摩訶薩 と一切の菩薩衆はそこで世奪に 「善哉」 と言つた。世奪は

その如 く聞いて次の樣に説 き給 うた。

善男子 よ。譬 えば惡色にして悪臭を放 ち,厭 惡すべきで,悦 ばしからざる

樣な如來によつて變化せ られたる蓮華にも,又 妙なる色,善 き色 をした美 しき

蓮華のそれ ら胎の中にも,如 來は結跏趺坐 して住 し,百 千の光明を放 ち給える
ユの

のを知つて,諸 の天,人 に敬禮 して供養 をなす如 く,善 男子逹 よ。如來應供正

等覺は自己の智と慧と如來眼で以つて衆生 〔を見るに〕有命者は百千萬億の貪

・瞋 ・癡 ・渇愛 ・無明の煩惱の殻の中にある。善男子 よ。衆生は煩惱の殻の中

にあつて,そ れらの中において,同 じ智を具し,眼 を具する多 くの如來がまし

まして結跏趺坐して不動なることを見る。一切の煩惱によつて染汚せられたそ
15)16)

れ らの中において如來の法性は不動であつて,一 切の有趣によつて染汚せ られ

ないことを見て,彼 ら如來は我 と同 じであると言われる。善男子 よ。如來の眼
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はその樣に輝いていて,か の如來の眼によつて,一 切衆生には如來藏ありと見

られるのである。
レラ

善男子よ,譬 えば天眼を持てる人が天眼によつてか くの如 き惡色にして惡香

なる蓮華の蕾を割らずにその中を見てその蓮華藏の中に如來が結跏趺坐して住
エお

することを知つて如來身を見んと欲するが如 く,か の如來身は清淨なるが故に

蓮華の花辨が惡色にして惡臭を放ち,厭 惡すべ きであり,散 つて壊れている如

く 〔であつても〕 善男子よ,如 來は亦,佛 眼によつて一切衆生は如來藏なる

ことを觀察して,彼 等衆生の貧,瞋,癡,渇 愛,無 明の煩惱の殻を除遣せんが
ユの

爲に法 を読 き,そ れを成就せる諸の如來は眞實性に住するのである。 善 男 子
ねラ ぬラ

よ,そ れ らが諸法の法性 〔のすがた〕であつて,諸 々の如來が 〔世に〕出ずる

も或は又,出 でざるも,彼 等衆生は常に如來藏を有するのである。

善男子よ。 〔彼ら衆生は〕厭惡 さるべき諸々の煩惱の殻に覆われるが故に,

それ ら煩惱の殻を壞 して如來智 を淨めんが爲に,如 來應供正等覺は菩薩の爲に

法を説 き,又,こ れをなすことによつて勝解せしむのである。そ こにおいて菩

薩摩訶薩は,こ れらの法を堅持 して一切の煩惱,隨 煩惱 より解蛻せる時,如 來

應供正等覺と呼ばれることを得て,又,一 切の如來の事 を作すのである。

そ こでその時,世 奪は偈を以つて次の如 く説 き給 うた。

譬 えば厭惡すべき蓮華あり

その花辨未だ開かざる時
ゆラ

或人天眼によりて見るに ゜

如來藏は染汚せられず

その花辨 を開 くに

中に佛身が見 られ る如 し。

佛 は隨煩惱によつて 〔染汚〕せ られず

それ世間に於いて正覺を成ずる 〔爲なり〕

か くの如 く,我 は又一・切有命者 の

その中に住する諸佛の身 〔を見る。〕
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譬えば厭惡 さるべ き蓮花の殻の如 く

百千億の煩惱に覆わる》を見る。

我は又それらを開示せんが爲に

諸 々の智者は常に法 を説 くなり。

彼等衆生は佛となるべしと

覺 らんが爲には煩惱を淨むべ し。

我が佛眼はか くの如 く

彼等には佛身が住するなり 〔と〕

彼等一切衆生 を觀察 して

それ らを淨めんが爲に法 を読 くなり。
おラ

復次に善男子 よ。譬えば蜜房がかたまつて樹の枝に懸つていて,十 萬の蜜蜂

が 〔これを〕護 り,〔その中に〕蜂蜜が滿ちている時に,蜂 蜜を欲す る丈夫が,

彼等蜜蜂を善巧方便によつて驅逐 し,そ の蜂蜜によつて蜂蜜の用に用いる如 く

である。善男子 よ,そ の樣に一切の衆生も亦,蜜 房 と同じであつて,そ の中に
24)25)

おいて佛性は百千萬億の煩腦,隨 煩惱によつて覆われていることが,如 來智見

に よつて知 られるのである。善男子よ。譬 えば蜜房の中の蜂蜜は百千萬億の蜜

蜂によつて覆われて居 る 〔にも拘 らず〕或る智者によつて 〔蜂蜜のあることが

〕知 られる如 く,又,一 切の衆生には佛性が百千萬億の煩惱,隨 煩惱によつて

覆われていることが,如 來智見に よつて知 られるのである。善男子 よ。そこで

叉,如 來は善巧方便によつて蜜蜂を驅逐する如 く,彼 等衆生が煩惱,隨 煩惱に
　の

よつて染汚 され ることな く,害 され ることの ない樣 に彼等衆生 の貪(r乱ga)瞋

(dvesa)癡(moha)慢(mana)僑(mada)覆(mrak§a)忿'(krodha)恚

(vyapada)嫉 σrsya)慳(matsarya)等 の諸 々の煩惱,隨 煩惱 を驅 逐せん と

して,そ の如 く法 を説 くのであ る。如來智見は清淨 な るに よ り,世 間に おいて

如來事 を作 すのであ る。善 男子 よ。我が如來眼は溝淨 な るに よ り,我 は一切衆

生 をその樣に見 るのであ る。

そ こでその時,世 奪 は偈 を以 て次 の樣 に読 き給 うた。
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譬えばそ こに蜜房あるならば

〔蜂蜜は〕蜜蜂に より覆われて藏 さる。

蜂蜜を求むる人,そ れを見 ることにより

彼は蜜蜂 を驅逐するな り。

又,そ の如 く,蜜 房の如 し。
　の

〔我れ〕三有の一切衆生 〔を見 るに〕

彼等は多 くの煩惱 を起せる 〔に も拘 らず〕

煩惱の中に如來の住するを見るなり。

我又,佛 にして清淨 なる爲

〔蜂 を〕驅逐する如 く煩惱 を清除 し

よつて煩惱 を害 うなり。

それが爲,諸 法は方便にて読かれ

彼等は如來 とな りて

世間において常に 〔如來の〕事をなし

蜜蜂の蜜房の器の如 く

辨才を具足 して法 を説 くものたらしめんが爲なり。
　の

復次に善男子よ。譬えば米,大 麥,粟,諸 々の殻物は,核 を籾によつて遍ね

く護 られていて自らの靱より去らない間は美味なる飮食としての用 を な さ な

い。善男子よ。食べた り飲んだ り等,飲 食することを欲する男女は隨逐し,撃

破 して籾の殻や外の皮を除 くが如 くである。

善男子 よ,そ の樣に如來も亦,如 來眼によつて一切衆生の中に如來性,佛
29)30)

性,自 然性あつて,煩 惱藏の皮によつて包 まれて住す るのを見る。 ・

善男子 よ,そ こで如來は又,煩 惱藏の皮 を除 き,如 來性を清淨にし,彼 等衆

生を一切煩惱藏の皮 より解睨する如 く,世 間に如來應供正等覺と呼ばるべ きも

のになると考えて諸々の衆生に法を読 くのである。

そ こでその時,世 霹は偈を以て次の如 く説 き給 うた。

譬えば種子或は稻殻
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或は粟,或 は大麥の如 し,

それらは籾 を有する限 り

その限 り用をなさず

それ らを打破して緻を除かば

多 くの種類の用に堪 うなり

それ らの核が籾を有 さば

諸 ゼの衆生に封 して用をなさず
ヨユラ

その如 く一切衆生の佛地が

諸 々の煩惱により覆わるを我は見る故に

我は彼等 を清淨に 〔せんが爲〕

速かに菩提 を得せしめんが爲に法を説 くな り。

一切衆生における我 と同じき法性は

百の煩惱により纒縛 されてあるなり。

それは恰 も一切を清淨にする如 く

速かに勝者とならしめんが爲に法を説 くなり。
ヨの

復次に善男子よ。譬えば或人が道を行つて腐爛 し,惡 臭によつてあまねく覆

われた不淨處へ金の塊を落 した時,糞 尿の惡臭によつてあまねく覆われた。そ

の不淨處を他の清淨でない人が注意深 く見て も 〔眞金は〕現われない。そ こで

それ より十年,二十 〔年〕,三十 〔年〕,四十〔年〕,五十年,百 年,千 年の問,不淨なも

のによる壞せ ざる法 となり,いかなる衆生をも利盆することがない如 くである。

善男子 よ,そ こで天は天眼を以つてかの金塊 を見て,或 人に 「奇なること

よ。汝が行 くところに,大 きな勝れた金の寶が腐爛 し,不 淨 なものによつて汚

されている。その 〔不淨を〕拭い給え。そして金の用をなさしめよ。」 〔と言つ

た。〕善男子 よ。腐爛 したそして不淨なものとは,そ れは種々なる煩惱の異名で

ある。金塊 と言われるそれは不壞法の異名である。天の天眼を有する者 と言わ

れるそれは如來應供正等覺の異名である。善男子 よ,如 來應供正等覺は又,一

切衆生の中に不壞 なる如來法性があることを 〔見て〕腐爛せる泥の如 き煩惱を
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除かんが爲に,諸 々の衆生に法 を読 くのである。

そこでその時,世 奪は偈を以つて次の樣に説き給 うた。

譬 えば 〔或 る〕人が金塊を

不淨中に墮せる時

〔その金塊は〕そこで少なからざる間

そのま～にて住し,且 つ不壞の法なり。

天 は天眼を以つてそれを見るに

清淨なるが故に他の人に曰く。

それは勝れた大寶の金なり,

清淨ならしむれば,そ れは所用に堪 う 〔と言 う〕が如 し。

か くの如 く我は一切衆生も亦,

無始已來の煩魑により染汚 さるを見て,
ヨの

それら 〔煩陶 は客塵煩惱なるを知る。

自性清淨なるが故に方便 を以つて法を説 くなり。
ヨの

復次に善男子よ。譬えば或る貧人の家中の倉庫の下の地中に大寶藏があつて,

〔それは〕金により倉一杯に滿 たされ,人 の高さの 〔七〕倍の地に覆われた 〔地〕

下 にある時,大 寶藏は貧人に次の如 く 〔皀口ち〕 「奇なる哉,我 は大蜜藏であつ

て地に覆われて居る」と言わなければ,大寶藏は心の自性なるが故に衆生は〔知

ら〕ない。貧人の家の主は乏 しい心で思惟 〔するから〕そのもの ・上を往來す

る〔に も拘 らず〕地の下に大寶藏があることを聞かないし,知 らないし,見 もし

ない。善男子 よ。一切衆生の執着の意で考えれば恰 も,家 の下における〔大寶藏
ヨゆ ヨの ヨの

の〕如 く力,無 所畏,不 共 なる如來藏 と一切佛法藏の大寶あることを彼等衆生

は色,聲,香,味,觸 に執着する故に,苦 の輪廻に流轉 して,法 の大寶藏を聞

かざる故に得 ることもな く又,清 淨になる爲に精進することもない。善男子よ

。それ故に如來は世に出でて,菩 薩の中にか くの如 きの大寶藏を開示するので

ある。 そこで彼等は大法藏 を信 じて,掘 るのである。それ故に世間にお酔て如

來應供正等覺 と呼ばれるのである。〔如來藏は〕大法藏の如 くであるから,〔我
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は〕諸々の衆生に未曾有の因の相 と譬喩の因とを開示し,大 寶藏の施主とな り,

無貪の辨才を具し,力 と無所畏 と多 くの佛法藏に生 〔ぜしめる〕のである。善

男子 よ。その樣に如來應供正等覺は又,最 も清淨なる如來眼によつて一切衆生

をその如 く 〔皀口ち〕如來智 と力と無所畏と不共の佛法を藏 して清淨なりと見る

が故に,諸nの 菩薩逹に法 を説 くのである。

そこでその時,世 奪は偈 を以つて次の樣に説 き給 うた。

譬 えぱ貧入の家の下に

寶と金にて滿たされた寶藏あり

その時 〔家人は〕動 〔心〕 も慢心 もなし

その 〔寶藏〕は我は汝のものなりとも言わず

その時に家の衆生は

貧しくある 〔に拘 らず〕知 らず

又,誰 によつても,そ のことを語 られず

〔しかも〕彼の貧人はその上にあり,

その如 く我は佛眼により

彼 ら一切衆生を 〔見 るに〕貧人の如し

彼 らの中に大法藏 あり
おラ

不動にして善逝の體 を見る

我はそれを見て菩薩に

「汝は我(如 來)の 智を藏して持し

貧人に非ずして世間の主たり,

無上の法寶藏に生ず」 と説 く

我が読 くところにおいて勝解を生ず

彼 ら衆生は皆寶藏あるなり。

若し勝解により自から精進すれば

彼等は速かに最勝の覺 を得べしo

覆次膳 跡 よodえ 購 嬲 の果 或をよ齣 果 或は鑼 樹曝 或は41)
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の果 が,外 皮の殻の中に不壌法なる小 さな芽の種子 を有 し,そ れを地に蒔 くと

樹の大王となる如 くである。 善男子 よ,又 〔我は〕その樣に如來は世に住し

て,貪,瞋,癡,有,無 明の煩惱の外皮の殻によつて纒縛せ られていることを

見 る。そこで貪,瞋,癡,有,無 明の煩惱の殻の中に藏せ られてある如來の法

性は42)生 ㈱ と名付けられるのである。そこで清凉 となつた状態,そ れ醒

槃であつて,無 明煩惱の殻を淨めることにより衆生界の大智の聚を獲得するの

である。かの最勝なる衆生界の大智の聚は如來である。その如 くに説 く見を有

する世間 より見 るが故に如來 と言 う想をなすのである。善男子 よ。そ こで如來

によつてはその如 くに見 られ るから諸々の菩薩摩訶薩に如來の智 を覺 らしめん

が爲に,そ の義 を顯現するのである。

そ こでその時,世 奪は偈 を以つて次の樣に説 き給 うた。

譬 えば一切の籐の果は

中に籐の芽があ り

多羅や膽部 〔の果〕にも悉 くあり。

中にある果を 〔地に〕植 えれば生育す。

恰かも法の勢力を引 くが如し。

一切衆生は籐 の種子の如し。

一切衆生の中に佛身ありと

無漏なる佛眼は最勝なるにより 〔見ることを〕得。

かの不壌なる藏は衆生なりと語 らる。
が ラ

無智の中に住するも亦慢心なく

三昧 を得て住するが故に寂静 とな りて

そ こにおいて如何なる動揺 もあることなし,

譬えば大なる幹が種子 より生ずるが如 く

彼 ら衆生も正覺を成 じ

見を有する世間の主となり

清淨 とならしめんが爲に法を説 くなり。
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ぬラ

復次に善男子 よ。譬えば七寶によつて作 られた如來の像が貧人の掌の中にあ

つて,か の貧人はその如來の像 を持つて曠野の險道 を逋過 しようとする時,他

人に覺 られず盜賊に盜 まれない樣にする爲に穢い惡臭の一片の布で纒つて貧人

は曠野の險道 を往 く中に過つて 〔突然〕死んで放置 された場合,寶 によつて作

られた如來の像は穢い布によつて纒れたまま路傍に迷つて在 り,道 行 く人逹 は

知 らずに踏んで去 り;.:穢く臭い一片の布であまね く包 まれたそれは 〔道行 く入

逹〕 より 「風によつて逐われ よ」 と謗 られる。曠野に住する天は天眼を以つて

觀察 して餘 の或人に言つた。 「ああ,丈 夫よ。かの一片の布の中には寳によつ

て作られた如來の像がある。一切の世間によつて禮敬せ らるべきであるから開

きなさい」 と歡えるのである。

善男子よ。その樣に如來は一切衆生が煩惱の束縛に纒われて恥ずべき状態 と

なつて,長 い間流轉し,曠 野の險路にあつて常に迷つているのを見る。善男子

よ,乃 至又畜生の生處へ趣 くものと相應し,種 々なる煩惱の束縛によつて纒わ

れる衆生の中に我と同じ如來身が存在するのを見る。善男子 よ,そ こで如來は
あラ

如來智見 〔を以つて〕隨煩惱 を離れ,濤 淨を得る如 く,我 の如 くに一切世間に

禮敬せ られるものとなると考えて,煩 惱の縛による所纒の状態より解脱せしめ

んが爲に一切の菩薩に法 を読 くのである。

そこでその時,世 奪は偈 を以つて次の樣に説 き給 うた。

譬えば恥ずべ きものにより
　の

纒われたる善逝の體 は

寳により作 られ しも,布 切れにより纒われ

業の中に流轉せ り

天眼により見 らるれば

かの天は他の人に言えり

そこには寶 〔所成〕の如來 〔像〕あり

一片の布切を速かに開 くべし

我が天眼は是 くの如し..,
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それによりては彼 ら一切衆生も亦

煩惱 の束縛により纒われて苦しみ

人は輪廻の苦によりて常に惱 まさるるを見る

我 は煩惱所纒の中に

佛身が寂然 としてあ り

彼 は不動にして不變であり

未 だ解脆せざるを見る。

我 は是 くの如 く見已りて諌むるに

最勝の覺に住する 〔法 を〕聽 くべし。

衆生の法性は常に是 くの如 し。

そ こ(煩 惱藏)に 覆弊 されし佛が住せ り

善逝は智によりて解 きほこすが故に

一切の煩惱は錚 まるなり

その時,彼 は佛名を得て

諸天入は歡喜せ り。
　の

復次 に善男子 よ。譬えば容貌が醜 く,臭 臓であ り,恥 ずべきであ り,恐 しい
がラ

樣 であ り,可 愛でな く畢舍支の如き孤獨な女人があつて孤獨の家に 住 して い

る。そ こに住 して疑いなく轉輪聖王となる衆生を懐妊 して彼女の胎内に住して

いる如 く,彼 女の胎内に住 している衆生を,部 ち我の胎内に住している衆生を

知 らないのであ り又,我 の胎内に住 しているか,住 していないかと云 うことも

知 らない。又,他 方において彼 〔女〕は貧 しい心と憶病な,下 劣な,小 さい心

を以つて考えて居 り,容 貌が醜 く,惡 臭なるが故に,孤 獨な家に住して 日nを

過 している如 くである。

善男子よ。その樣に又一切衆生は孤獨であつて輪廻の苦に憂惱せ られ有の生
　の

に依つて孤獨の家に住しているのである。そこで諸々の衆生には如來の種姓が

あるのであつて,胎 内にあることも亦一切衆生は知らないのである。 善男子

よ。そこで如來は衆生等に自分自身を欺かない樣にする爲に,善 男子 よ。汝は
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自か らに失望することな く,汝 は精進 し,堅 固にせよ。そ うすれば汝の中には

如來が住 してある 〔が故に〕いつの日にか生ずることにな り,汝 は菩薩 と{云う

類 に入つて衆生 と云 う 〔類〕には 〔入 ら〕ないのである。そこで又,佛 と云 う

〔類〕 に入つて菩薩 と云 う類に入 らないと云われんが爲に法を読 くのである。
♂

そこでその時,世 奪は偈を以つて汝の樣に説 き給 うた。

譬 えば惡色であり,容 貌醜 き

愚かなる或は孤獨の女人あり

孤獨 なる家に住せ り。

或時,彼 女は懐妊 し

彼女の胎内には確かに

大轉輪聖王あり,

〔彼の王は〕諸寶 〔を備えし〕聖者,

四洲の主たるべ く,安 樂に住せり。

女人は彼 〔の王〕が是 くの如 く

胎に住するや,住 せざるやを知らず

孤獨 なる家に住して

貧 しい心にて日々を邊れるが如し。

是 くの如 く又我一切衆生を 〔見るに〕

孤獨にありて苦の法に惱 まされ

三界の小なる樂に住 〔せるにも拘 らず〕

胎内に法性の住せ るを見 る。

是 くの如 く見て 〔我〕菩薩に

世間を利盆せんが爲に住する

法性 を一切衆生は知 らずして

我は下卑なりとの想を起すなりと説 く。

汝,精 進 し堅固たれ
ヨの

されば我が身は久 しく無碍なる勝者となるべし。
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その時,佛 藏を得るが故に

百千億の衆生は解蛻せるものとなるべし。
むラ

復衣に善男子よ。譬えば臘によつて馬の型,或 は象の型,或 は女人の型,或

は男子の型を造つて泥の中へ隱し,燒 いて 〔その蝋を〕落し,〔 更に〕金 を燒

いて溶液 を 〔その中へ〕滿して次第に冷 した時,同 體 となつているそれ らすべ

ての物體は,外 の泥は黒 く惡色となるが内のものは金によつて成つている。そ

こで或 る金師若 しくは金師の弟子が冷えた ものとなつている物體を見 るが爲に

次第に泥を金槌で壞すと,そ の刹那に内に金によつて造 られた物體があり清淨

である如 くである。

善男子 よ。その樣に又,如 來の眼によつてすべての衆生を觀ると泥の物體の

如 くである。外の煩惱,隨 煩惱の殻の内の中空には,佛 法による無漏智の寶が

あ り,如 來が輝いて住せられるのを見 る。

善男子 よ。そこで如來はその如 く一切衆生を觀るに,菩 薩の内に趣いて,そ

の如 き法門をあまね く宣説 しておられ るのである。そこで寂靜,清 凉 となれる

菩薩摩訶薩は寶の如來智を以つて 〔一切衆生 を〕清淨ならしめんが爲に如來は
らの

法の金剛槌で外の一切の煩惱 を滅するのである。
ヨの

善男子 よ。金師と呼ばれる彼は如來の檜語である。善男子よ。如來應供正等

覺は佛眼によつて一切衆生をその如 く觀 ることによつて,彼 等 を煩惱より解脆

せしめ,佛 智に安立せしめんが爲に法 を説 くのである。

そこでその時,世 釁は偈を以つて次の樣に読 き給 うた。

譬 えば物體は外を泥により隱され

内は中空にて空虚 なり

寳が住 して滿たさるること
ヨの

〔その數〕百千の多 くとなるな り

金師,冷 えたるを知 りて

物體 を隱せる泥を除かば

寳 〔像〕が顯われ
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清淨なる物體となれるが如 し,

か くの如 く,又,我 れ一切衆生を 〔觀るに〕 曽

淦 の物體が泥により隱さるるが如し。

外なる皮は煩惱の殻なりて

内に佛智が存在するを觀 る。

そこにおいて寂靜,清 凉 となれ る

彼等菩薩は

煩惱なき身 を與 えられ

法器 を以つてかの 〔煩惱〕 を摧壞 し

寶の物體 を見れば清淨 なる如 く

そこにおいて佛子は清淨となれ り
ららラ

すべて十力の身を具足 し

・かの世間において供養せらる

我れはすべての有命者をか くの如 く觀る

かくの如 く清淨なる善逝 となりて

清淨なる善逝は覺 りの道 を読 くなり。

そ こで世奪は金剛慧菩薩に説き給 うた。在家若し くは出家の善男子善女人に

して,こ の如來藏の法門を受持,讀 誦して智慧を得,經 卷 を書寫して他人にも

亦廣 く説き開示すれば多 くのiliaを生ずるだろう。金剛慧 よ。又あらゆる他の菩

薩は,如 來智を成ぜんが爲に精勤 であり,或 は各々の世界において一切の佛 を

供養せんが爲に紳逋を修習することにより,次 の如 き三昧に入定する。 〔彼等

は〕その三昧の威力によつて恒河の沙よりも多い百千倶胝那由他の佛國におい

て,夊恒 河の沙 よりも多い諸佛世奪,菩 薩,聲 聞衆と倶に住する各々の如來に樓

閣 〔を奉獻した〕時に安樂である。〔その樓閣は〕幅が 〔一〕由旬,高 さが十由旬

で,すべて寳によつて造 られて居 り天の香を具え,種々なる花や花粉を播 き散ら

し,一 切の受用の具を成辨して,日 々百千の五十匱河沙程 も奉 り,乃 至全部で

十萬劫もの間の是 くの如 き供養 よりも,他 の善男子,善 女人に菩提心を發せし
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めて,こ の如來藏の法門 より一・喩を身に持し,或 は經典に依住する揚合 〔の方

が勝れている〕。 金剛慧 よ。この 〔縷閣等の供養による〕幅業は前の 〔如來藏

經の受持,讀 誦等による〕幅業と比べれば,百 分,千 分,百 千分,算 數,譬 喩

にも及ばず鄰波尼殺曇分にもたえられない。

金騰 よ・又或る驩 は佛法を勲 るカミ故に・佛蹲 よ略 々の如來に至る

迄,百 千劫の間,百 千の四十斛の曼陀羅華を播 く時,金 剛慧よ,比 丘,比 丘

尼,優 婆塞,優 婆夷は 「菩提心を發 してこの如來藏の法門を聞いて掌を合せ

て,隨 喜 した」 と言 う語を語つた。金剛慧よ,そ の最上の花や曼を具足する幅

業や善業は如來の安立 し給 う前の幅業や善業 と比べれば,百 分,千 分,百 千

分,算 數,譬 喩 も及ぼず,又 鄙波尼殺曇分に もたえられない。

そこでその時,世 奪は偈を以つて久の樣に説 き給 うた。

菩提 に生ぜん と求むる

各々の衆生は,こ の縡典を聽聞し受持し

書寫 し安立 して

恭敬の一偈を説 く,

この如來藏 〔經〕 を聞 くが故に

若 し勝れた菩提 を求むるならば

い くらかの輻聚 を生ずべし,

そ こにおいてその功徳が聞かる

勝れた神通力に住 し

勇者 の清淨なること千劫に及び

十方に人中の尊 として

聲聞衆に恭敬 さる

譬 えば 〔その數〕千恒河沙 より多 く

それ故,無 上の不可思議 なり

妙 なる寶所成の樓閣を

各 々の世間の師に奉る
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それらの高 さ十由旬

幅は一由旬なり ゜

塗香 と燒香にて供養され

そこには寶所成の座 が設けられ

絹の敷物が百も敷 かれて

他の床や椅子にも亦 〔しかなり。〕

〔其の數〕譬 えば恒伽の流の如 く無量にて

一 〔一〕の佛に供養す。

あらゆる世界に住する佛は

譬えば恒河沙 より多し

彼 ら佛に是 くの如 く奉献し

悉 く敬つて供養するよりも 一

或る智者,こ の經を聞きて

一喩を受持して

或人に読かば

彼はそれ故に多 くの福聚 〔を得〕

〔それに比すれば〕勇者の得 るかの輻聚は

分や喩では及ばず

一切の有命者の所依にして

彼は速かに最勝 の覺を成ず 〔べし。〕

如來藏相應 〔の法〕は

一・切衆生の法性な り

若 し智ある菩薩が恩惟すれば

彼は速かに菩提 を成ずべ し。

金剛慧よ。この教によつても亦,是 くの如 き法門が 〔説かれる〕如 く,菩 薩

摩.'(6=に一・切を知る智 を成ずるものとなることに努力すべ きことを知 らしむべ

きである。金剛慧よ,昔,過 去の時,甚 だ無量なる,不 可思議,不 可比,不 可説
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なる無數劫の彼方,更 に彼方の時に,如 來,應 供,正 等覺,明 行足,善 逝,世

間解,調 御丈夫,無 上士,天 人師,佛 世尊は 「常に光明を放つ」と稱する世間

に生じた。金剛慧 よ,何 故にかの如來は常放光明と名付けられるの か と言 え

ぱ,金 剛慧よ,世 尊如來は常に光明を放つからで,菩 薩の時に人の胎に入るや

直ちにその人の胎内に坐 し乍 ら身 より光を生じて東方の百千世界,十 の佛國の

微塵等を遍 く照らしたのである。か くの如 く,南,西,北,東 南,南 西,西

北,北 東,下,上 方と十方の百千世界 と十佛國土の微塵 まで遍 く照 らし,そ し

てかの菩薩の身の光明は歡喜 を生 じ,清 淨であり,甚 深の歡喜を作し,歡 喜を

生ずることによつて百千の世界を遍 く照らすのである。

金剛慧 よ。胎内に住する菩薩の光に觸れるそれ等百千世界の衆生は,す べて
らの 　の

威徳を具 え,色 を具え,念 を具え,智 慧 を具え,領 悟を具え,辨 才 を具えるも

のとなる。それ ら百千の世界において,地 獄,傍 生,・閻摩羅界,阿 修羅の中に

生 じている一切の衆生は,か の菩薩の光に觸れて自己の趣 より死 して天,人 の

中に生ずる。 〔そして〕彼等は光に觸れて無上正等覺 より退轉せざるものとな

るだろ う。又かの光に觸れて不退轉 〔を得た菩薩は光に〕觸れるや直ちに彼等
　の

すべては無生法忍を得るだろう。 〔そして〕五百功徳品と名付 くる陀羅尼を得

る。母の胎に住するかの菩薩の身の光に觸れた百千世界の一切は,琉 璃によつ

て造 られ,金 の繩によつて美 くしく謁かれ,又,寶 樹は花と果 と香 と色 とを具

えて現われ るだろう。 それ ら寶樹は風に揺られて快い妙 なる佛聲,法 聲,僣
おラ 　の

聲,菩 薩聲,菩 薩の力と根と覺支 と解脱 と等持と等至の聲を生ずる。かの簧樹
　つ

の聲によつて又,そ れ ら一・切の百千世界における衆生は歡喜 と最大の歡喜とを

得て住するのである。それ ら一切の佛國における衆生は,又,地 獄,傍 生,閻

魔羅,阿 修羅の境を離れるだろう。胎内に住するかの菩薩は,又 彼等一切の衆

生を月の曼陀羅の樣に照すだろう。胎に住するものが晝に三度,夜 に三度,合

掌 して光を放つのである。

金剛慧 よ。是 くの如 く菩薩は生じて覺を證得するまで,か の菩薩の身より常

に光 を放 つだろう。證得して後は又この佛の身より常に光を放つだろう。この
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樣にして般涅槃の時に至るまで,か の世奪の身より常に光を放つだろう。如來

が般浬槃して後,舍 利塔に住する時も亦,常 に身の光を生ずるだろう。金剛慧

よ,そ れ故にかの世尊は 「常放光明」 と天,人 によつて號 し呼ばれ るのであ

る。

金剛慧 よ。又,世 奪常放光明如來應供正等覺が初めて正覺を現 じた時に,無

量光 と稱する千人の眷屬を持つた一人の菩薩があつた。金剛慧 よ。無量光菩薩

はその時,世 奪常放光明如來應供正等覺にこの如來藏の法門を問 うた。そこで

世奪常放光明如來應供正等覺は彼等菩薩逹に執持 し,攝 取せしめんが爲に,五

百大劫 〔の間〕一・座に坐すが如 く(座 を立たずに)如 來藏の法門を宣説し,そ

こで如來藏の法門の句を知 らしめる爲に法を了別 し,眞 實の句と百千の譬喩に

よつて,彼 等菩薩逹に正 しく宣説して十方の各十佛國土の微塵の塵程 の世界に

も亦,小 功力を以つて悟 らしめたのである。その時,こ の如來藏の法門乃至如
　の

來藏 と言 う名を聞いた一切の菩薩逹は四人の菩薩摩訶薩を除いて漸次,善 根を

成熟してかくの如 く功徳に莊嚴 された無上正等覺を證得したのである。この世

奪の教において未だ無上正等覺を證得 しない四菩薩 とは誰であるのか。皀口ち文

殊師利,大 勢至,觀 世音 と汝金剛慧の四菩薩である。金剛1よ,そ の樣にこの

如來藏の法門を聞 くことによつて,菩 薩摩訶薩は佛智を成ずる大利盆があるの

である。

その時,世 奪は偈を以つて次の如 くに説 き給 うた。

過去の時,無 量劫において

常放光明と稱 さるる世璽あ り

その身よりか くの如 き光明生じ

百千の國土を照 らす

初めて佛智を證得せる 〔時〕

無量光菩薩は

その時,か の善逝 〔法〕王に問えり

この經 は常に宣説せ り
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かの佛の歡によりこの經典 を

導師より聞 くべし 、

彼は皆悉 く速かに最勝の菩提を獲得せ り。

〔但 し〕四菩薩を除 く。

大勢至及び觀世音

第三に文殊師利菩薩 〔となし〕

第四は汝,金 剛慧なり。

その時,彼 等はこの經を聞け り。

無量光菩薩は

その時 〔法〕王に請問を發せ り
　の

その時,汝,金 剛慧こそは

かの 自在者たる善逝の子なり

我は又,前 の行を行ぜし時

師子王たる善逝の名號を
　の

恭敬 して聞 く故に合掌 し

この經,典の名を聞けり

我は善 き行爲の業により

速かに最勝の菩提 を獲得せり。

それ故に,諸 々の智者たる菩薩達により

常にこの最勝 なる經典が受持せらるなり。
65)
剛慧 よ。業の障礙により纏縛せられている善男予 善女人は,こ の如來藏

の法門 を聞いて受持,讀 誦,開 示し,或 は又,こ の法門を聞いて受持,讀 誦,

開示,書 寫 〔經卷〕することにより,少 しの努力によつて,こ れ らの法 も現前

し3又,業 の障礙も除かれるのである。.

その時,阿 難陀は世奪に次の樣に問 うた。

「世奪 よ。業の障礙に纒縛せ られずに,こ の法門に精勤する善男子,善 女人

は,如 何程多 くの佛,世 璽の説法 を聞いて出現 したのでありますか。」 世墫は
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答 え給 うた。 「阿難陀 よ。百佛による読法を受持して現われた善男子,善 女人

もある。阿難陀 よ。二百,三 百,四 百,五 百,千,二 千,三 千,四 千,五 千,

六千,七 千,入 千,九 千,一 萬の佛,十 萬の佛 より乃至百千億の佛によつて説

かれた法を受持して現われた善男子,善 女人も亦在る。阿難陀よ。 この法門 を

受持,讀 誦 し,他 に廣 く開示し,經 典を書寫 して受持する菩薩は定んで我は

今,無 上正等覺を獲得せりとの如 き念を生ずるだろう。 〔その時〕彼は,如 實

に知見 し人,天,阿 修羅の世間において恭敬せられ,又,供 養せられるべきで

ある。」

そこでその時,世 奪は偈を以つて次の樣に説 き給 うた。

菩薩はこの經典を聞いて

我は最勝の菩提を得たりと思惟す。

若 し人ありて,手 にこの經典 を得れば

彼はその如 く世聞に恭敬せられ
　の

彼 こそ世間の主 た り,導 師た り。

導 き,よ く導 いて稱讃 さるべ きな り,

若 し人 あつて,手 に この經典 を得 れば

彼 はそ の如 く法王 と呼ば る

若 し人 あつて,手 に この經典 を得 れば

最勝 なる人は法の燈 を持 し

彼 は 日月の如 く見 らるべ く

世間 の奪 の如 く恭敬 されて住 す。

世奪が この樣 に説 き已 られ て金剛慧菩薩及 び一切の菩薩衆,大 聲 聞衆,四 衆

の 〔眷属〕又,天,人,阿 修羅,乾 闥婆の世間は歡喜 して世奪 の所読 を讃嘆 し

た。

聖如來藏 と名付 くる大乘經,訖 る。

イン ドの規範 師9誠ya-prabhaと 大 校 修譯僭Ye-des-sdeが 飜 譯 し閲 しSkad-

gsar-chadが 再 び校訂 して刊定 した。
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」註

① 漢 字 譯 兩 本 共 歸敬 偈 を欠 く。

② 舊 譯 には 熱 時 の 語 な し。

③ 會 座 にあ る比 丘 衆 が 阿 羅 漢 を 得 て い る とい う説 明 は 舊譯 に は ない 。

經 典 の序 分 に は,かSる 叙 述 は多 く,申 に は 唯 除 阿難 と第 一・結 集 の故 事 に な らつ た

も の もあ る。 例 え ば

「唯除 阿難 」 を含 む もの一 小 品 般 若 經,大 晶 般若 經,光 讃 經,阿 閼 佛 國 經,大 集

經賢 護 分,大 寳 積 經 不 動如 來 會,同 經 無 垢施 菩 薩 應 辨 會,得 無 垢 女經,寳 雲 經,

佛 読 寳 雨 經 等

「唯除 阿 難 」 を含 まな い もの一 放 光 般 若經,妙 法 蓮 華 經,正 法華 經,拔 陂 菩 薩 經,

無上 依 經,大 法 鼓 經,佛.==:垢 施 女經,大 乘 顯 識 經,度 一 切諸 佛 境 界 智 嚴 經,大

方 等無 想 經,父 子 合 集 經,大 寳 積 經菩 薩 見 實會 等 。

④ 比 丘衆 の一一hの 名 前 に つ い て舊 譯 は 擧 げ ず,新 譯 はノT譯 と全 く一 致 して工9人の 名

を 出 してい る。

⑤ 舊 譯 は聞 其 名 聞者 とあ るが新 譯 は稱 名者 とあ る。 明 らか に新 譯者 不 空 の作 意 に よ る

も の と思 わ れ る。 この 樣 に漢 字 譯 佛 典 に 出 て い る稱 名 は 注 意 すべ き で あ る。 か Σ る

例 は,寳 月 童 子 所 問經 に もあ る。 部 ち

羅 什 謁 其 有 稱 名者,邸 得 不 退 轉。

施 護 譯,所 有 如來 名臨 其 人 聞 已恭 敬 受 持 。(中 略)於 無上 正 等 正 覺 速 得 不 退。

Tib譯,dedaggimtshanthosnablanamedpaeyandagparrdsogspahi

byanchubIasphyirmildogparrgyurro/(月 輪 本p.42)

彼 の名 號 を聞 くな らぽ,阿 耨 多 羅 三 藐三 菩 提 よ り退 轉 しな い で あ ろ う。

上 の對 照 に よつ て 知 る如 く,稱 名 と譯 した の は羅 什 だけ で あ る。 羅 什 は,稱 名 不退

詭 を読 く十住 毘 婆 沙論 を譯 して い る とこ ろ よ り稱 名 の 支持 者 で あつ た と 考}ら れ

る。 更 に進 んで十 住 毘 婆 沙 論 に説 く稱 名 説 は果 して 龍 樹 自身 の主 張 で あ つ た の で あ

ろ うか。 譯者 羅 什 の 思想 が加 味 せ られ てい る の では な い か。 根 本 的 な再 檢 討 を要 す

る。 そ の こ とに つい て は,「 稱 名 の 語 に つ い て」 と題 して2第 七 回淨 土 教 學 大 會 に

て 愚 見 を 發表 した。 少 くと も如來 藏 經 に は稱 名 思 想 は あ らわ れ て い な い。

⑥ 菩 薩 の 名 に諸 譯 相 異 あ り。 よつ て對 照 表 を 作 れ ば 次 の 如 くで あ る。

(次 頁表 参照)

⑦ 國 王 以下 の眷 屬 の種 類 は舊 譯 に欠 く。

●padmahisnippo,skt.padma-garbha

蓮 華 開敷 ㊧譬 は凡 ら く華嚴 の理 念 よ り來 て い る もの で あ ろ う。 しか し更 にMaha-

bharataの 天 地 開 麗 説 に ま でY!る こ とが 出來 る。 又,蓮 華 の 申 に人 あ り結 跏 坎坐 し

て 光 明 を放 つ こ とは 雜 寳藏 經(大4.529b)に もあ り,印 ち2「 劫 盡 燒 時 一 切 皆 空 。

衆 生幅 徳 困 縁 力 故 十 方 風至 。 風 風 相n能 持 大 水 。 水 上 有 一 千頭 人 二 千 手 足 名 爲 違

細 。 是 人 臠 中 生 千葉 金 色 蓮 華,其 光大 明如 萬 日倶 照 。 華 中 有人 結 加 跣 坐 。 此 人 復 有

無 量 光 明 。 名 爲梵 天 王 。」 とあ り,同 じ樣 な説 は放 光 般 若經 第 一,大 智度 論 第 八等

に も出て い る。

⑨ 舊 譯 は化 佛 とし新 譯 は 如來 とす 。

⑩Srogchags及 び後 に 出 て來 るSrogschagssugyurpaは 共 に梵 語pranaka,jiva

の 譯 で舊 譯 で は衆 生,新 譯 で は有 情 と してsemscan(skt.sattva)と 同 じ様 に 譯 して
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舊 譯(49人) 新 譯(46人) チ ベ ツ ト 譯(50入)そ の譯 ・
一

法 慧 法 慧 chosKyiblogros(法 慧)

師 子 慧 師 子 慧 sengehiblogros(師 子 慧)

金 剛 慧 虎 慧 staggiblogrOS(虎 慧)

金剛藏(元,明

版のみにあり)

調 慧 義 慧 dongyiblogros(義 慧)

rinpochehil)logros(寳 慧)
L

妙 慧 勝 慧 rabmchogblogros(最 勝 慧)

月 光 月 光 zlahod(月 光)

寳 月 寳 月 光 rinchenzlahod(寳 月 光)

滿 月 滿 月 光 zlabanabahihod(滿 月光)

勇 猛 大 勇 健 rnampargnonpachenpo(大 勇 健)

無 量 勇 無 量 勇 健 rnampargnonpadpagmed(無 量 勇 健)

無 邊 勇 無 邊 勇 健 rnampargnonpamthahyaspa(無 邊 勇 健)

超 三 界 三 世 勇 健 hjigrtengsumrnampargnonpa(三 世 勇 健)

migyobahignas「namPargnon(不 動 勇 健)

觀 世 音 觀 自 在 spyanrasgzigsdbanphyug(觀 世 音)

大 勢 至 得 大 勢 mthuchenthob(大 勢至)

香 象 香 象 sposkyiglanpo(香 象)

香 上 香 悦 sposdgah(香 悗)

香 上 首 香 悗 吉 鮮 sposdgahidpal(香 悗吉 群)

首 藏 吉 鮮 藏 dpalgyispinpo(吉 群 藏).

日 藏 nlmahiSPInpo(日 藏)

幢 相 計 都 to9(幢 相)

大 瞳 相 大 幢 togchenpo(大 幢 相)

離 垢 幢 無 垢 幢 togdrimamedpa(無 垢幢)

無 邊 光 無 上 瞳 rinchenmthahyasdbyuggu(無 邊 寳 杖)

放 光 極 解 寳 刹 rinchendbyugguhdor(捨 寳 杖)
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離 垢 光 無 垢 寳 刹 rinchendrimeddbyuggu(無 垢 寳 杖)

喜 王 歡 毒 王 mchogtudgahbahirgyalpo(歡 喜 王)

一

常 喜 常 歡 喜 rtagturabdgah(常 歡 喜)

寳 手 1agnarinpoche(寳 手)

虚 空 藏 虚 空 庫 nammkhahimdsod(虚 空 藏)

離 僑 慢

迷 盧 ribo(山 岳)

大 迷 盧 ribochenpo(大 須 彌 山)

須 彌 山

冖

蘇 迷 盧 rirab(須 彌 山)

光 徳 王 功 徳 寳 光 yontanrinchensnap(功 徳 寳 光)

總持 自在王 陀羅尼自在王 gzugskyidbanphyuggirgyalpo(陀 羅 尼 自在 王)

總 持 持 地 sardsin(持 地)

滅 衆 病

療一切衆生病 除一切有惰病
semscanthamscadkyinadsel

(除 一 切 衆 生 病)

歡 喜 念 歡 喜 念 rabtuyid.:.(歡 喜 意)

靨 意 憂 悲 意 yidskyo(憂 悲意)

常 黶 無 憂 skyomed(無 憂)

並 昭Eヨハ、、 光 藏 bodbyed(發 光)

*月 明 栴 檀 tsandan(栴 檀)

寳 慧

於 此 無 爭

轉 女 身 gy・bzl・g(轉 女)

大 雷 音 無 量 雷 音 dpagmedmoonbsgragsdbyans(無 量 雷 音)

導 師 起 菩 提 行 byanchubkunnasbslan(起 菩 提)

不 虚 見 不 空 見 mthonbadonyod(不 空 見)

一切法自在 一切 法 自在 chosthamschadladbanbsgyurba

(一 切 法 自 在)

彌 勒 慈 氏 byanchubsemsdpahsemsdpahchenpo

byamspa(彌 勒 菩 薩 摩 訶 薩)

X殊 師 利 曼珠室利童眞 hjamdpalgshonnurgyurpa(文 殊 師 利)

*candana栴 檀 をcandraと 誤 解 した か?
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い るが こSで は 特 に 區 別 す る爲 に有 命者 と譯 した 。

⑪luscan,skt.dehin漢 字 譯 に は出 て い ない 語 で衆 生 と同 意 と見 られ るが,特 に區 別

して有 身者 と譯 す。

⑫Snanbahimtshanma顯 現 の相 の意,新 譯 に從 つ て色 相 と譯 す 。

⑬ 北 京 版 は 「意 に」 を欠 く。

⑭ こsの 文 は 煩惱 身 申 に如 來 が 藏 され る と云 う本 經 の 中心 眼 目で あ るが,こ れ と同趣

旨 は華 嚴 經 如來 性 起 晶 に もあ り,參 考 の爲 に異 譯 諸 本 の相 當 個 所 を 次 に擧 げ る。

佛 駄 跋 陀 羅譯 華 嚴 經 第 三 十 五 寳王 如 來 性 起 品。'(大9.624a)

佛 子,如 來 智 慧 無 相 智 慧,無 礙智 慧,具 足 在於 衆 生 身 中 。 但 愚癡 衆 生 巓 倒 想

覆,不 知不 見 不 生 信 心 。 爾 時 如來,以 無 障礙 清淨 天 眼 。 觀 察 一 切衆 生 。 觀 已 作

如 是 言。 奇 哉 奇 哉 。 云 何如 來 具 足 智 慧在 身 申而 不 知見 。 我 當 教彼 衆 生 覺 悟 聖

道 。 悉 令永 離 妄 相 顛 倒 垢 縛 。 具 見 如來 智 慧 在 其 身 内與 佛 無 異 。

實 叉 難 陀譯 華 嚴 經 第 五 十 一 如 來 出現 品(大10.272c-273a)

佛 子 如來 智慧 。 亦 復 如是 。 無 量 無礙 。 普 能 利 盆 一 切衆 生 。 具 足 在 於衆 生 身 屯

但 諸 凡 愚。 妄 想 執 著 。 不 知 不覺 不得 利 盆 。 爾 時 如來 以無 障 礙 清 淨 智 眼。 普 觀 法

界 一切 衆 生 。 而 作 是 言 。 奇 哉 奇 哉。 此 諸 衆 生 。 云 何具 有 如 來 智 慧。 愚癡 迷 惑 不

知 不見 。 我 當 教 以聖 道 。 令 其 永 離妄 想 執 著。 自於 身 中。 得 見如來 覆大 智慧 。 與

佛 無 異 。

佛 説 如來 興 顯 經 第 三(大10.607c)

若此 仁 者 。 如 來 至 眞 以無 量 慧。 不可 計 明。 悉 入 一切 衆 生 江 海 心 之所 行 。 而 普 曉

了 群萌 志 操 。 如 來 之 慧 。 不 可 限量 。 靡 不 周 逹 。 不可 窮 極 。 正 覺 之 智。 不 可 計

會 。 觀 察 一 切 萌 類 境 界 。 怪 未 曽 有。 斯 衆 生 類 。 愚 駿 乃 爾。 不 能 分 別 如來 聖慧 。

世尊 普 入 。 而 自念 日。 吾 寧 可 宣 顯示 大 道。 使 諸 想縛 。 自然 鑷 除 。 如佛 法 身聖 塗

力 勢。

以 上 を 羯照 す る と如 來 興 顯 經 では さほ ど明確 では な い が,新 舊 華 嚴 經 で は,今 の如

來 藏經 と非 常 に似 通 つ た思 想 であ り且 つ 奇 哉 で 始 ま る形 迄 似 てい る。 兩 者 の 問 に何

らか の 關係 が あ る樣 で あ る。 筒,成 立 は遲 れ るが 無上 依 經 に もほS同 じ文 が あ る。

無上 依 經 上 如 來 界 晶(大16.470a)

依 無 礙 智 於 衆 生 相 續 中。 觀 如來 界興 奇 異 意。 咄哉 衆 生 。 如 來 齪在 衆 生 身 内。 如

理 不 見 如 來 。 是 故 我 読 具 分 聖道 。 開 解 無始 相 結覆 障 。 令 諸 衆 生 因聖 道 力 破 除 相

結 。 自能 證 見 如 理 如 來 眞 實 李 等。

夊,佛 眼,天 眼 等 は 後 程 に出 て い る佛 智 見 と同義 に理 解 され よ う。 兩 者 共 に丿 煩 惱

を 斷 じ て清 淨 涅 槃 に住 す る如 來 の み が得 られ る智 慧 で あつ て,かSる 言 い 詮 し方 は

初 期佛 教 に も見 られ る。 皀卩ち律 の大 品 に佛 陀 が成 道 後,梵 天 勸請Yrよ つ て 詭 法 の決

意 を され,世 間 を觀 じ度 す べ き衆 生 を觀 じ了 つ た 時 の こ とを 次 の樣 に傳 え て い る。

「世 尊 は佛 眼 を 以 て 世 間 を 洞 察 して,諸 の衆 生 に塵 垢 の 少 い者 丿 麈 垢 の多 い 者,利

根 の者,鈍 根 の 者,善 行 の 者,惡 行 の者,教 導 し易 い 者,教 導 し難 い者,或 は亦,

他 世 の 罪 過 の怖 るべ きを 知 つ て住 せ る者 を 實見 せ られ た 。」

AddasakhoBhagavabuddhaccakkunalokamvolokento,satteapparajakkhe

maharajakkhetikkhindriyemudindriyesvakaredvakaresuvinnapayedurinn-

apayeappekkacceparalokavajjabhayadassavinoviharante,(Mv.1.5.p.6)

⑮chosnid,skt.dharmata新 融 よ法藏 と譯 す 。
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⑯Sridpahihgropa,skt.bhava-gati新 譯 は有 趣 見 と譯 す。

⑰ 如來 藏 九喩 の中,第 一 未 敷 花 内 の如來 の譬 で あ る。 寳 性論 と佛性 論 には,こ の九 喩

を 引 用 してい るが,今 は寳 性 論 の梵 文 をE.Johnston校 訂 本 に よつ て 示 す と衣 の

如 くで あ る。

kutsita・padma-ko望a-sad写ig乱hklecah/buddhavattathagata-dhaturiti/-

yathavivarnambuja-garbha・ ・vestitamtathaga-tamdipta-sahasra-laksanam/

narahsamiksyamala-divya-locanovimocayedambuja-pattra-kocatah//99//

vilckyatadvatsugatahsva-dharmatamavici-samsthesvapibuddha℃ak$uS誠/

vimocayatyavaranadanavrito'paranta-koti-sthitakahkripatmakah//工00//

yadvatsyadvijugupsitamjala-ruhamsammin'jitamdivya-driktad-garbha-sthi-

tamabhyudiksyasugatampatranisamchedayet/

.:.-dve$a-maladi・koca-nivritamsambuddha-garbhamjagat-karunyadavalokya

tannivaranamnirhantitadvanmunih//101//(pp.50-51)

諸 の 煩 惱 は萎 んだ 蓮 瓣 に似,如 來 性 は 佛 の如 くであ る。

恰 か も色 褪 せ た蓮 瓣 に包 まれ て

而 も輝 く千 相 を 有 す る如 來 を,

無 垢 な る天 的 の 眼 を有 す る人 が 見 出 して丿

蓮 葉 瓣 か ら拔 き出す で あ ら う。//99//

丁 度 それ と同 じ く,善 逝 は,佛 眼 を 以 て,

阿 鼻地 獄 に居 る もの に も,自 己 の 法性 の あ るを見 て,

未 來 際 ま で も續 く無 障 な る

大 悲 を本 性 とす る佛 として,障 か ら拔 濟 す る。//100//

厭 は しい,縮 まつ た蓮 が あ る とせ ん。 天 的 の見 を 有 す る もの が恰 か も,其 瓣 の 中 に

存 す る

優良 な ものを 見分 け て,葉 を破 るで あ ろ う如 く。

そ れ と同 じ く,牟 尼 は貪 と瞑 との 垢 等 の藏 に覆 はれ た 正覺 佛 藏 を觀 じて,

世 間 に對 す る大悲 の故 に,其 覆 ひ を 除滅 す る//101//(宇 井 譯)

更 に この譬 喩 は六 乘 張 界 無 差 別 論 に も引 用 せ られ て い る。

煩 惱 藏 纒 覆 不 能 盆 衆 生 如 蓮 華 未 開(中 略)

應 知 此 如 蓮 未 開。 諸 惡 見葉 共 包裏 故 。(大,31.893.b)

⑱debshinggegspahigzugs,skt.tathagata-rupa

舊譯 は如 來 身,新 譯 は佛 眞 實 體 と譯 す。

Qgyandagpar`.iddugnasso,

舊 譯 は,顯 現 佛 性,新 譯 は 得 清淨 如 來 實 體 とす。 徇,大 正 藏 經 に實 禮 とあ るの は凡

ら く實體 の 話'植で あ ろ う。(大16.461c)

Qchosrnamskyichosrid,skt.dharmanamdharmata

舊 譯 は諸 佛法 爾,新 譯 は 法 性法 界 と譯 す 。

⑳ 如 來 が 世 に 出 ず る も出 で ざ る も云 々の交 は原 始經 典 以來,縁 起 の 法 が常 住 不 變 な る

こ とを 明 かす 場 合 に屡 ヒ用 い られ てい る。 例 え ばS,N.11.Jatipaccaya,雜 阿 含 經,

法 足 蘊 論,大 毘 婆 沙 論 順 正理 論,倶 舎 論 解深 密 經,入 楞 伽 經,大 乘 密嚴 經,金

剛三 昧 經,大 智度 論,攝 大 乘論 世親 釋 等 が あ る。 しか しこXで は 縁 起法 の代 りに如

來 藏 が常 住 な る こ とを 説 い て い る。 蜜性 論 では この文 を 引用 して如 來藏 と縁 起 の關
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係 を論 じ てい る皀口ち

此法 性法 體 性 自性 常 住 。 如 來出 世 若 不 出世 。 自性 清淨 本 來 常 住 一 切衆 生 有 如 來

藏 。 此 明何 義。'依法 性 依 法 體 依 法 相應 依 法 方 便。(大31.839.b)

梵 本 で は

e$akula-putradharmanaxndharmata/utpadadvatathagatanamanutpadad

vasadaivatesattvastatha,gata・garbhaiti/Ayalvac盒saudharmatasaivatra

yuktiryogaupayahparyayah/(E.Johnston校 訂 本P・73)

「善 男 子 よ,こ れ が諸 法 の法 性 で あ る。 諸 の如 來 が 出 世 して も,し な か つ た とし

て も これ ら衆 生 は常 に 如來 藏 で あ る」 と。 そ して こ の法 性 とい われ る もの は,こ

玉では道 理(yukti),規 則(yoga)ノ 方 便(up瓦ya》 が同 義 語 で あ るo」

とあ り,こ の如 來 藏 と縁 起 に つ い て は 山 口盆博 士 著 「般 若 思想 史 」pp.86-87,高 崎

直 道 氏 稿 「如來 藏 と縁 起一 寳 性 論 を手 が か りと して一」(印 度 學 教 學 研 究]1-1.pp.

244～247)に 詳 し く論 ぜ られ て い る。

世親 の佛 性 論 で は,第 四 に 解 篩 經 の 中 に読 くが如 し と して 「佛 告 無 盡意 菩 薩 。 善 男

子 如來 性 者 是 眞實 諦 。 若 如 來 出 世及 不 出世 。 性 相 常然9非 虚 妄 法 。」(大31.812a)

とあ り9如 來 性 の 常住 で眞 實 な る こ とを 明 か してい る。 この解 節 經 とは 現存 漢 字 譯

大 藏 經 で は眞 諦 譯 の 解節 經 一 卷(大No.677)が あ り,佛 性 論 に引 用 せ られ た經 文Y'

相 當 す る と思 わ れ るの は 「此 法 憧 常 。 若 佛 出 世若 不 出世。 法 性 法 界 法住 皆 悉常 住 。」

(大16.714b)が あ る。 しか しこ 玉に登 場 す る人 物 は須菩 提 で あつ て 無 盡 意菩 薩 で

は な い。

@漢 字 譯 は兩 本 共 拷 哘 と順 序 力玳 つ てい る。 そ の方 力腰 當 と思 わ れ るの で漢 字譯 の

如 く改 め る。

⑳ 箱 二 巖 樹 中 淳蜜 の譬 喩

寳 性 論 梵 文

k§udra曽pr蓋paka-sadτig盃摯kleg巨 う/k$audravattathagata-dhaturiti/

yathamadhupram-ganopagudhamvilokyavidvanpurusastad-arthi/

samantatahpram-ganasyatasmadupayato'pakramanaxnprakuryat//102//

sarva-jna-caksurviditammaha-r$irmadhupamamdhatumimamvilokya/

tad-avritinambhramaropamanamagle$amatyantikamadadhati//103//

yadvatpram-sahasra-koti-niyutairmadhvavritamsyannaromadhv-arthiviniha-

tyatanmadhu・karanmadhvayatha-kamatah/

kuryatkaryamanasravammadhu-nibhaxnjnanamtathadehi$ukleg麺k要udra・

nibhajinahpurusavattadghatanekovidah//104//(p.61)

諸 の煩 惱 は小Y'似 ク 如 來 性 は蜜 の 如 くであ る。

恰 か も蟲 の群 に覆 藏 せ られた 蜜 を

そを 求 め る有 智 の人 が見 出 して,

従 っ て丿 方 便 して,蟲 の群 に,四 方 か ら

退 散 を な さす が 如 し。 〃102//

一 切 智 の眼 を 有 す る大 仙 が知 つ た 、

蜜 に 譬 へ られ る この 性 を觀 じ て

蜂 に譬 へ られ る其 覆 ひ に對 し

繦 羯 に相 離 れ しめ る//103//
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恰 か も千 百億 兆 數 の蟲 に よっ て蜜 が 覆 は れ て居 る とせ ん

蜜 を求 め る人 がそ れ 等 の蜂 を殺 して,蜜 を以 て意 の 如 くY'

爲 す べ き こ とを爲 す で あ ら う如 くに,

有 身 者 の 内 に存 す る無漏 の智 慧 は蜜 の如 く,

.諸 の 煩 惱 はY'似,勝 者 は それ 等 を 殺 す)iYYI...巧であ る人 の如 くで あ る。//104//

⑳sansrgyasnid,skt..buddhata

⑳debshing¢gspahiyedesmthonba,skt.tathagata-jnana-dar曾ana

舊 譯 は欠,新 譯 は佛 智見 とす。 この佛 智見 は 先Y"出 て來 た 佛 眼,天 眼等 と同 義 に理

解 さるべ きで あ る。

⑳ 貪 以 下十 種 の煩 惱 名 を舊 譯 は欠 く。 前 の 四が 根 本 煩 惱 で後 の 六 が 隨 煩 惱 に當 る。

⑳sridpagsum,skt.tri-bhava.三 界 に 同 じ,印 ち欲 界,色 界,無 色 界 の こ と。

⑱ 第 三 皮 檜 中 粳糧 の譬 喩

寳 性 論梵 文

bahis-tuna・sadricah.,.klecah,一/antah-saravattathagata-dhaturiti/

dh盃nye爭uscramtuba-samprayuktamnrinamnayadvatparibhogameti/

bhavantiye'nnadibhirarthinastototattu$ebhiyahparimocayanti//105//

sattve$vapiklega・malδpasξi等 ㌻amevamnatavatkurutejinatvam/

sa践}buddha・k巨rya㎞tri-bhavenayavadvimucyateklega-mal6pasarg且t//106//

yadvatkanguka-coali-kodrava-yava-vrihisvamuktamtusatscramkhadya-susams-

kritamnabhavatisvadupabhojyamnrinam/

tadvatklega-tusadanihsrita-vapuhsattvesudhafm6gvarodharma-priti-rasa-

pradonabhavatiklega-k$udh乱rtejane//107//(PP・61-62)

諸 の 煩惱 は外 部 の籾 の 如 く,如 來性 は 内部 の 米 の實 の如 くであ る。

恰 か も,穀 物 に 於 て籾 と結 合 せ る實 は

人 々の受 用 には な らない が,

然 し2す べ て食 物等 を求 め る人 々な らん に はメ

そ れ を籾 か ら脱 出せ し め る如 くY'//105//

此 の如 く,衆 生 の 内 に於 て煩 惱 垢 に 昧 ま され た

勝 者 た る もの も9煩 惱 垢 の 騷 惱 か ら

離 脱 しな い 限 りは,其 問 は三 有 に於 て,

正覺 佛 とし ての 所作 を 作 す こ と無 が い。//106//

恰 か も,稷,楓 芥子,麥,穀 類 の 内 に あ る實 が 未 だ籾 か ら,

脱 去 され ず,稈 が あ つ て善 く春 き清 め られ な い もの は,

人lzの 味 よき食 用 にな らな い如 く,

そ れ と同 じ く煩 惱 とい ふ籾 か ら未 だ 離 れ な い身 醴 を 有 し,

衆 生 の 内に あ る法 自在主 も

煩 惱 とい ふ 饑 渇 に苦 しむ人 々 に,

法 の嘉 び とい ふ 味 を與 へ る もの とは な らな い//107//

29ranbyunnid,

⑳ こ の次 に新 譯 で は舊 譯,藏 譯共 に ない 「若能 悟 解 則 成 正覺,堅 固安 住 自然 之 智 」 の

文 あ り。

3isansrgyassa,skt.buddhabhumi
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⑳ 第 四 不 淨 處 中 の 眞 金 の 譬 喩

賓 性 論 梵 文

aguci-sariコkara-dhana-sadricah .,kleg嶺}/suvarnavattathagata-dhaturiti/

yathasuvarnamvrajatonarasyacyutambhavetsamkara-puti-dhane/

bahunitadvar$a-catanitasmintathaivatisthedavin百ga・dharmi//108!/

taddevatadivya-vicuddha-caksurvilokyatatrapravaden .narasya/

suvarnamasminnavamagra-ratnamvi望odhyaratnenakurusvakaryam//109〃

dristvamunihsattva・gunamtathaivaklege$vamedhya-pratimesumagnam/

tat・klega・pa込ka-vyavad百na・hetordharmambuvarsamvyasrijaiprajasu//110//

yadvatsarilkara-puti-dhana-patitamcamikaramdevatadristvadricyatamam

nrinarnupadigetsal圭godhanartha虚malat/

tadvatklega-mah盃guci-prapatitamsari;buddha-ratnarr〕jinahsattve$uvyavalokya

dharmamadigattac-chuddhayedihinam//111//(pp.62-63)

諸 の 煩 惱 は 不 淨 な る 廁 の 如 く,如 來 性 は 金 の 如 くで あ る 。

譬 へba,放 し つSあ る 人 の 金 に し て 廁 の 中 に

落 ち た も の あ り と せ ん 。

そ の 金 は 幾 百 年 の 聞 其 の まxY'`,

其 姓 質 を 失 は ず に 有 し て,そ の 中 に 遺 っ て 居 る。//108//

そ れ を,天 的 な 純 淨 な 眼 を 有 す る天 人 が 丿.

觀 て,そ こ に 居 る 人 に 告 げ る。

こ の 下 に あ る 溝 新 な 最 上 寳 た る金 を

清 淨 に な し て,寳 と し て の 爲 す べ き こ と を 汝 は 爲 せ 丿 と。//109//

そ れ と同 じ く丿 牟 尼 は 糞 に 等 し き

諸 の 煩 惱 の 中 に 沈 め る衆 生 の 功 徳 を見 て9

そ の 煩 惱 の 穢 を 清 淨 に す る爲 に

法 水 の 雨 を 衆 生 の 上 に 注 い だ//110//

恰 か も,廁 の 中 に 落 ち た 最 も美 は しい 金 を

天 人 が見 て,そ し て 垢 か ら清 淨 に す る 爲 に,人 々 に 教 へ る が 如 く

之 と 同 じ く,煩 惱 と い ふ 大 不 淨 物 の 中 に 墮 ち て 居 る 正 覺 佛 とい ふ 寳 を

勝 者 は 衆 生 の 内 に 於 て觀 て 丿

有 身 者 に そ れ を 清 淨 に す る 爲 に2法 を 教 へ た//111//

こ の 不 淨 處 中 の 眞 金 の 譬 喩 は,大 乘 法 界 無 差 別 論 に も あ る

「如 金 墮 廁,在 於 覺 觀 糞 穢 中 故 。」(大31.893b)

33globurionsmons(pa)デ ル ゲ 版 はbloburionsmons,skt.盃gantuka・klega

心 性 本 淨 客 鏖 煩 惱 読 を 繼 承 し て い る 。

⑭ 第 五 貧 家 珍 寳 の 譬 喩

寳 性 論 梵 文

prithivi-tala-sadrig百 転kleg盃b/ratna-nidhanavattathagata-dhaturiti/

yathadaridrasyanarasyavecmanyantah-prithivyamnidhiraksayahsyat/

vidyannacainamsanaronacasminneso'hamasmitivadennidhistam

//112//

tadvanmano-'ntar・gatamapyacintyalnakSayya-dharrramala・ratna-kogam/
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auudhyamananubhavatyajasramdaridrya-duhkhambahudhaprajeyam//113//

yadvadratna-nidhirdaridra-bhavanabhyantar-gatah.cyannaramnabruyadaham、

asmiratna・nidhirityevaエhnavidyannarah/

tadvaddharma-nidhirmano-griha-gatahsattvadaridropamasteamtatpratilambha-

karanamri$irJokesamutpadyate//114//(p .63)

諸 の煩 惱 は地 面 に似,如 來 性 は 寳藏 の如 くで あ る。

例 へ ば貧 しき人 の 家 の 内部 に在 つ て

地 の 中 に無 盡 の寳 藏 が あ る とせ ん。

彼 人 はそ れ を 知 らな い であ ろ うと共 に,貿 藏 も,ま た,

こSに この 私 がい る,と 彼 に告 げ な い であ ろ う。//112//

それ と同 じ く,此 衆 生 は,意 の 内部 に存 す る

不 可 思 議 で無 盡 の無 垢 法 とい う賓 の藏 を

覺 らな いか ら,貧 の 苦 を 多 く,永 久 に2享 け てい るの であ る〃113〃

恰 か も寳 の藏 が 貧 人 の 寳 の 内部 に在 る とせ ん に,其 貧 人 に,

私 は寳 の藏 で あ る,と は告 げず,其 人 もか くは知 らない であ ら う。

そ れ と同 じ く法 の藏 は意 とい ふ 家 に在 り丿 諸 の衆 生 は貧 人 の如 き もの であ る

彼 等 に對 して,大 仙 はノ それ を獲 得 せ しめ ん が爲 に,世 に 出現 す るの であ る。//
114//

この譬 喩 は,涅 槃 經 卷 八,如 來 性 晶 の貧 女 人 舎 内 眞金 藏 の譬 と軌 を 一 にす る
。佛 言

,善 男子,我 者 印 如 來是 藏 義 。 一 切衆 生 悉 有佛 性,師 是 我 義 如是 我 義 從 本 已

來,常 爲 無 量 煩 惱 所 覆,是 故 衆 生 不能 得見,善 男子,如 貧 女人 舎 内多 有 眞 金 之

藏,家 人 大 小 無 有 知 者,時 有 異 人 善 知 方便 語貧 女 言 。 我 今雇 汝。 汝 可 爲 我 耘 除 草

穢 。 女 印答 言 。 我 今 不能 。 汝 若 能 示我 子 金 藏 。 然 後 乃 當 速爲 汝作 。 是 人 復 言。 我

知方 便 能 示 汝 子。 女人 答 言 。 我 家大 小 尚 自不 知。 況 汝能 知 。 是 人 復 言。 我今 審

能 。 女 人 答 言。 我 亦欲 見 井 可示 我 。 是 人 皀卩於 其 家 掘 出金 藏 。 女 人見 已 心 生 歡喜 。

生 奇 特 想 示 仰 是 人。 善 男 子,衆 生 佛 性 亦 復 如 是。 一 切衆 生 不 能 得見 。 如彼 寳藏 貧

入 不 知。 善 男子,我 今 普 示一 切 衆 生 所 有 佛 性 爲諸 煩惱 之 所 覆 蔽。 如 彼 貧 人 眞 金 藏

不能 得見 。 如 來 今 日普 示衆 生 諸 覺 寳 藏。 所 謂 佛性 。 一 ゼ衆 生 冠是 事 已。 心 生 歡 喜

歸 仰 如來 。 善 方 便 者 皀卩是 如來 。 貧 女 人 者 皀卩是 一蟄 無 量 衆 生 。 眞 金藏 者 皀卩佛 徃 也 。

(大12.648b)

3Qstobs,skt.bala.

⑳mahjikspa,skt.v盃igaradya.

⑳mahhrespa,skt.avenika.不 雜 の意 。

新 舊 兩 譯 共力,無 所 畏 は あ るが この不 共 は な い。

⑳bdeggegslus,skt.sugata-kaya

⑳ 第 六菴 羅 果 内 の實 の 譬喩

蜜 性 論梵 文

tvak七 〇ga・sadτig5尊kle羣百h/bijankuravattathagata-dhaturiti/

yathamra-taradi-phaledrumanari〕bijankurahsannavin蚕g踟dharmj/

uptahprithivyamsaliladi-yogatkramadupaitidruma-raja-bhavam//115//

sattvesvavidy袞dきphala-tvag・antaレkogavanaddha垣gubha・dharma-dh巨tuh/

upaititat-tat-kucalampratityakramenatadvanmuni-raja-bhavam//116//



34;

ambv-aditya-gabhasti-vayu-prithivi-kamambara-pratyayairyadvattala-phalamra-

kola-vivaradutpadyatepadapah/

sattva-klega・phala-tvag-antara-gatahsame)uddha-bijankurastadvadvriddhimupaiti
'dharma -vitapastaistaihタubha・pratyayai塾//117//(pp.63～64)

諸 の煩 惱 は 皮 の藏 に似,如 來 性 は,種 子嫩 芽 の 如 くで あ る。

恰 か も,ア ー ム ラ樹,タ ー ラ樹 等 の 果實 の 中 に,樹 の

種 子 と嫩 芽 とが其 性 質 を減 せ ず に 有 して居 るか ら,

地 中 に 蒔 か れ て,水 等 と結 付 くの で,

漸 彡(に樹 王 の状 態 に至 る。//115//

そ れ と同Lく,諸 の衆 生 の 中Y'於 て,無 明 等 の 果皮 の内 にあ つ て,

莢 に覆 藏 せ られ た淨 法 性 が

そ れ ぞ れの 善 根 に縁 つ て漸 次 に

牟 尼 王 の状 態 に至 るの で あ る//116//

恰 か も,水 と太 陽 と 日光 と風 と地 と時 と盧 空 との 縁 に よつ て,

タ ー ラ樹 の果 實 とア ー ム ラ樹 の莢 の 口 とか ら木 が生 ず るが 如 く,

そ の 如 く衆 生 の煩 惱 の 果皮 の 内部 に在 る正覺 佛 の種 子 嫩芽 が

法 の 若枝 と して,そ れ ぞ れ ゐ 淨縁 に よつ て檜 長 す るに至 る//117〃'⑳
膽 部 以 下 の諸 果 につ い て は 舊譯 は欠 き唯 菴 羅 果 の み で あ る。

@新 譯 は 藤 子 とあ るが藏 譯 よ り考 え て凡 ら く籐 子 とあ るべ き でな い か?

⑫semscanと あ つ て譯 と して は衆 生 で よい が,こSで は衆 生 所 藏 の如 來 藏 を指 して

い るの で あ るか ら衆生 性 とす る。新 譯 は有 性 と譯 して い る。

⑱ 新 譯 は 有 智 とす るが 藏 澤は 無 智 で あ る。 新 譯 は所 藏 の智 を 指 し,藏 擇 は 能藏 の智 を

指 す。

⑭ 第 七 弊 物 中 眞金 像 の譬 喩

寳 性 論 梵 文

puti-。 ・・t・a-・adτ脚k1・fah/・atna-・ig・ah・v・tt・thag・to-dhat・ ・iti/

biml)alhyatha・Tatna-mayaエhjinasyadurgandha-puty-ambara-samniruddham/

'dristvoj
,jhitamvartmanidevatasyamuktyaiwadedadhva-gametamartham

//118//

・ana-・idha-kl・g♂m・nop・gudh・m・ ・anga-・ak$・h・ug・tatma-bha・ ・m/

vilokyatriyaksvapitad-vimuktimpratyabhyupayamvidadhatitadvat//119//

yadvadratna-mayamtathagata-vapurdurgandha-vastravritamvartmanyujjitam

eksyadivya-nayanomuktyainrinamdarcayet/

tadvatkleca-viputi-vastra-nivritamsamsara-vartmojjhitamtiryaksuvyavalokya

dhatumavadaddharmamvimuktyaijinah.//120//(pp.64-65)

諸 の 煩 惱 は 汚 衣 の 如 く,如 來 性 は 寳 像 の 如 く で あ る 。

恰 か も寳 所 成 の 勝 者 の 縁 が ・

惡 臭 あ る 弊 衣 に 掩 は れ て,そ れ が

道 の 中 に 捨 て ら れ て 居 る の を,天 人 が 見 て,

そ れ を 解 い て 出 す 爲 に,道 行 く も の に,そ の こ とを 語 る が 如 く//118//

そ の 如 く,種 々 な る 種 類 の 煩 惱 垢 に 隱 さ れ て,

畜 生 の 中 に す ら あ る 善 逝 の 體 を,無 著 眼 の 佛 が 觀 て 、
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そ れ の解 脱 に 封 して

方 便 を與 へ るの であ る。//119"

例 へ ば寳 所 成 の 如 來 の體 が惡 臭 の あ る衣 に包 まれ て

途 上 に捨 て られ て 居 るを2天 眼 者 が見 て,そ れ を 解 く爲Y'諸 人 に 示 す が如 く

そ れ と同 じ く煩 惱 の 爛衣 に掩 はれ,輪 廻 の道 に捨 て られ て居 る を

勝 者 が,畜 生 の中 にて も觀 出 して,性 を解 脱 せ しめ る爲 に,法 を読 い た 〃120//

この 譬 喩 の ア イ デ アは 法 華經 所 説 の 有 名 な無 價 寳 珠 の 譬 よ リ ヒソ トを 得 た もの に潼

い な い 。參 考 の爲 に衣 に妙法 華 經 の 本 文 を掲 げ る。

妙 法 華經4.(大9.29.a)

譬 如有 人 至 親 友 家醉 酒 而 臥,是 時親 友 宮 事 當 行 ノ 以 無價 蜜 珠,繋 其衣 裏 與 之 而

去,其 人 醉 臥都 不覺 知,起 已 遊 行 到於 他 國 。 爲 衣 食 故,勤 力 求 索 甚大 艱難 。 若

少 有所 得2便 以爲 足 。 於後 親 友 會 遐見 之。 而 作 是 言 。 咄哉 丈 夫 。 何 爲衣 食 乃 至

如 是。 我 昔 欲 令 汝 得 安 樂五 欲 自恣 。於 某年 日月。 以 無價 寳 珠 繋 汝 衣 裏。 今 故 現

在 。 而 汝 不 知。 勤 苦 憂惱 以求 自汚 。 甚爲 癡 也 。 汝 今可 以此 寳 貿 易 所須 。 常 可

如 意 無 所乏 短佛 亦 如 是 。 爲 菩 薩 時 教 化我 等。 令 發 一切 智 心 。 而 尋廢 忘不 知 不

覺 。

正 法 華 經5(大9.97a-c)添 晶 法 華經4(大9.163b-c)

一 且 如 來藏 經 に取 り擧 げ られ る と今 度 は楞 伽經 に も如 來 藏 の譬 喩 として取 り入 れ ら

れ て 居 り,經 中 に 「如 大 價 寳垢 衣 所 纒 」 とあ るの はノ そ の素 材 が 法 華 經 に あ る こ と

を よ く示 して い る樣 で あ る。 今,楞 伽 經 の經 文 を示 す と衣 の 如 くで あ る。

四 卷 楞 伽 經2(大16.489a-b)

世 尊 修 多羅 説 如 來 藏 自性 清淨,轉 三十 二 相 入 於 一 切衆 生 身 屯 如 大價 寳 垢 衣 所

纒 。 如來 之藏 常 住 不 變b亦 復 如 是 。 而 陰界 入 垢 衣 所 纒。 貪 欲 恚 癡 不 實 妄 想麈 勞

所 汚。 一 切 諸 諸 佛 之 所演 説 。

十 卷 楞 伽 經3(大16.529b)

七 卷 楞 伽 經2(大16.599b)

⑮debshingcegspahiyecesmthonba,skt.tath毒gata-」 茄n律dargana

4sbdebargcegskyigzugs,skt.sugata-rupa

@第 八 貧 女 懷 貴子 の 譬喩

寳 性 論 梵 文

apanna-sattva-n巨r}sadζig巨hkleg盃1)/kalala-maha-bhuta-Bata-cakra-vartivattathaga-

tadhaturiti/

nariyathaka-cidanatha-bhutaeasedanathavasathevirupa/

garbhenar盃j踟griyamudvahantinasavabudhyetnripamsva-kuksau//121//

an巨tha刷g盃16vabhavopapattirantarvatistrivadagu(idha-sattvah/

tad-garbhavattesvamalahsadhaturbhavantiyasminsatitosanathah//122//

yadvatstrimalinambaravrita-tanurbibhatsa-rupanvitawindedduhkhamanatha-

vegmaniparamgarbhantara-sthenripe/

tadvatklega-vagadag巨nta-manasoduhkhalaya-sthajanahsan-nathesucasatsv

anatha-matayahsvatmantara-sthesvapi//123//(p.65)

諸 の 煩 惱 は孕 め る女 人 の 如 く,如 來 性 は カ ラ ラの大 種 の申Y'あ る轉 輪 聖 王 の 如 くで

あ る。
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例 へ ば 寡婦 で あ る醜 き或 女人 が

貧 賤 な 家 に住 す とせ ん

胎Yrよ つ て けだ かい 帝 王 を娠 みっ 玉も

彼 女 は 自己 の胎 の 中 に居 る王 を覺 知 しな い が 如 し,//121//

三 有 の 生 は貧 賤 な 家 の如 く,未 清淨 な衆 生 は 孕 め る女 人 の如 く,

そ れ 等衆 生 の 中 に存 す るか の 無垢 な る性 は そ の胎 兒 の如 くで あ る

それ が あ るか ら,衆 生 は主 を 有 す る もの で あ る//122//

恰 か も身 は垢 衣 に 掩 は れ,醜 き容 貌 を有 す る女 人 が

王 の其 胎 の内 に住 す るに も拘 らず,貧 賤 な家 に於 て,最 極 の苦 を 經驗 す るが 如 く

そ れ と同 じ く諸 の 衆 生 は 煩 惱 の力 で 無敏 靜 の心 とな り7苦 の家Y'住 して,

そ して 自 己 の心 の 申 に住 す る善 き主 が あ るに も拘 らず,

主 が無 い とい ふ 考 に な っ て い る//123//

この貧 女 懐 貴 子 の 譬 喩 は 古 品大 寳 積 經 に 出 て い る教 読 を 繼 承 した もの で あ ろ う。

例 え ぽ大 寳 積 經112,普 明菩 薩 會(大11.634b-c)

譬 如刹 利 大 王 有 大 夫 人。 與 貧 賤 通 懷妊 生子 。 於 意 云 何 是 王子 不 。 不 也 世尊 如 是 迦

葉 。 我 聲 聞 衆 亦 復 如 是。 雖爲 同證 以 法 性生 。 不 名 如 來 眞 實佛 子 。 迦葉 。 譬 如刹 利

大 王 與 使 入 通 懷 妊 生 子。 雖 出下 姓 得 名 王子 。 初 發 心 菩 薩 亦復 如 是 。 雖 未 具足 幅 徳

智 慧。 往 來 生 死 隨 其 力 勢 利盆 衆 生 。 是 名如 來 眞實 佛 子。

遺 日摩 尼 寳經(大12.191b-c)

摩 訶 衍寳 嚴 經(大12.197a)

佛 説大 迹 葉 問大 寳 積 正法 經3(大12.209a-c)

以上 で は刹 帝 利 の王 と賤 女 との 間 に生 れ た子 は 王子 と呼 ばれ て い るが 古 代 印 度 甦會

の 習 慣 を規 定 して い る マ ヌ法 典(中 野 譯P.285.X.9)及 び ヤ ー ヂ ュ ニャ ヴル キ ャ法

典Cp.15,14-92)で は王 子 とは 呼 ばれ ず に 別 の カー ス トた る ウグ ラ族 に屬 す るの

で あ る。

⑱ 毘 舍 遮,毘 舍 闍,畢 舍 遮,臂 舍 柘 と音 寫 し,食 血 肉鬼,瞰 人 精氣 鬼 等 と譯 され る。

梵 語 で はpig5ca,チ ベ ツ ト語 で は,普 通gazaで あ るが,こSで はhdremoと あ

る。

妙 法 華經 第7,普 賢 菩 薩 勸 發 品(大9.61a)に は2夜 叉メ 羅 刹 鳩槃 茶,吉 遮,富 單

那,韋 陀 羅 と共 に人 を惱 ます 者 と して 出 てい る。

そ の他,大 智 度論 第54(大25.443b)に は 「東 方 名 提 多羅 睡 。 主 乾闥 婆 及 毘舍 闍。」

と云 い,慧 琳 の一 切 經音 義 第18(大54.417c)に は,「 畢 舍 遮 鬼 唐言 食 血 肉鬼,羅

刹 之 類 也 」 と して い る。

密 教 では 丿 特 に よ く出 て來 る もの で例 え ぽ大 日經 第3,佛 母 孔 雀 明 王經 第1,灌 頂 經

第8,盧 空藏 問七 佛 陀羅 尼 呪 經 。大 佛 頂 陀羅 尼 等 に説 か れ,夊 胎 藏 界曼 陀 羅 に は餓

鬼 の如 く痩 せ 細 り9髪 を ぼ うぼ うと させ て,手 足 或 は劫 波羅 を持 つ て,い か に も美

味 な る如 くY'食 つ て い る圖 が あ る。 このpig巨caは 佛 教 の み な らず 古 代 印 度 で廣 く

恐 れ られ て い た鬼 紳 の一 種 でマ ヌ法 典(P.314XI.96)に は 「(一切 の)洒 精 飮 料,

肉,ス ラ ー酒 及 び 煎 汁 は ヤ クシ ャ鬼,ラ ー クシ ヤ ナ鬼 ピシ ヤ ー チ ヤ鬼 の食 物 で あ

る。 天 祕 に捧 げ られ た供 物(の 殘 饌)を 食 うブ ラ ー フマ ナ族 は決 してか ・Sる物 を 食

して は な ら ぬ」 とあ る。

⑲rigs,skt.gotra舊 譯 は,「 寳藏 」 と譬 喩 的 に譯 してい るが新 譯 は 「界」 と譯 して い
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るo、

⑳ 漢 字 譯 兩本 共 に 「不 久」 とあ る。

@第 九 眞 金 模 豫 の譬 喩

寳 姓 論梵 文

mrit-panka-1epa-sadTig砺kleg的/kanaka-bimbavattathagata-dhaturiti/

hemnoyathantah-kvathitasyapurnambimbambahirmein-mayamekasya

bantam/

antar-viguddhyaikanakasyataj-jnahsari〕codsyedavaranamI)ahirdha//124//

prabhasvaratvamprakritermalanamagantukatvamcasadavalokya/

ratnakarabhamjagad-agra-bodhirvicodhayatyavaranebhyaevam//125//

yadvannirmala-dipta-kancana-mayambimbammrid-antar-gatamsyacchantamtad

avetyaratna-kugala尊samcodayenmrittikam/'

tadvacchantamavetyaBuddha-kanaka-prakhyammanahsarva-viddharmakhyana-

naya-prahara-vidhitahsamcodayatyavritim//126//(pp.65-66)

諸 の 煩惱 は泥 埃 の漆 喰 の 如 く,如 來 性 は 全像 の如 くで あ る。

例 へ ば 内部 は 溶 け た金 で充 た され,

外 部 は濯 よ り成 り,已 に冷 却 した 像 を見 て,

そ れ を知 れ る人 が 内部 に あ る金 を 清 淨 に す る爲 に,

外 部 に あ る蔽 ひ を取 去 るが 如 し。//124//

此 の 如 く,自 性 の 明淨 性 と諸 の 垢 の

客 鏖 性 とを常 に見 て,

世 間 最上 の菩 提 を 有す る人 が,寳 の 出處 の如 き もの を して

蔽 ひ か ら純 淨 な ら しめ る。//125//

例 へ ば無 垢 で あつ て,輝 け る金 よ り成 り,泥 の 内部 にあ る像 あ る とせ ん。

寳 の 術 に巧 な る者 が,そ の冷 却 せ るを 知 っ て泥 土 を 取 去 るが如 し。

そ れ と同 じ く,一 切 知者 は,清 淨 な る金 の如 き意 の 已 に 寂靜 となれ るを 知 つ て,

法 を 読 く理 趣 に よ る打 撃 法 で蔽 うて 居 る もの を取 除 く。 〃126〃

⑫ こ ムで は金 剛 の 槌 が如 來 の慧 に 喩 え られ,そ れ に よつ て煩 惱 を 打 ち碎 く と され てい

る。 皀卩ち金 剛=慧 と見 てい るの で あ るが,かSる 譬 喩 は能 斷 金 剛 般 若 經 の經 題 に見

られ る。 この 金 剛 と般 若 の關 係 を 大部 分 の 中國 釋 經 家 は金 剛 の如 き鏡 利 な 智慧 で以

つ て 堅 固 な煩 惱 を斷 ず る意 と解 してい る。 例 えば,僣 肇 の金 剛經 註 第1,吉 藏 の金

剛 經 義 疏 第4メ が そ れ で あ り,更Y'蒙 古語 譯 も 「聖 金 剛 を 以 て斷 ず る もの 智 の彼 岸

に 到 れ りと名 つ く大 乘 經 」(橋 本,清 水 編 譯 蒙 古 文 金 剛般 若 波 羅 密 經p。2,p.173)

とし てい る。 金 剛經 以外 で も この樣 に金 剛 を智 慧 の 譬 喩 とす る例 はあ っ て,Ratna-

malavadanaの9盃lap噂P百vad葡a(採 華 供 養 佛 得 生天 縁)に はjnanavajrenasatkay-

adri顫g盃ilahlvibheda金 剛 の 慧 を 以つ て石 の如 き有身 見 を粉 碎 す る こ と(K.Tak-

ahata;Ratnamalavadana,p.73)と あ り,叉 如 來 藏 經 に は金 剛 慧菩 薩 と名付 くる菩

薩 が 登 場 して 明 らか に,金 剛 の 如 き慧 と理 解 され,什 譯 維 摩 經,入 不二 法 門第 九 に も

金 剛 の慧 な る語 が あ る。 しか し乍 ら これ とは反 對 に,金 剛 は堅 固 な 煩 惱 の 譬喩 と し

て解 釋 され る読 もあ つ て,そ の 諡 を な す人 に玄 奘 が あ る。 大 慈 恩 寺 三 藏 法 師傳 第7

に傳 え る玄 奘 の 設 とは次 の如 くで あ る。「菩 薩 以 分 別 爲 煩惱 。 而 分 別 之 惑 堅類 金 剛 。

唯 此 經 所 詮。 無 分別 慧 乃 能 除 斷 。」(大50.259a)松 本 文 三郎 博士 は,こ のY`賛 同:、
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して 居 られ,(金 剛經 と六 祀 壇 經 の研 究pp.21-25)近 年,伊 藤 唯 眞氏 は ウテ ソ文 金

剛 般 若經 の歸 敬 夊 に,こ れ と同 じ理 解 が な され てい る こ とを 指 適 され た。(印 度 學

佛 教 學研 究 第2卷,第2號,P.207)皀 卩ち そ の文 は,bisakarmacch・isa・a…ana

basdegarkhavaaramanamdanabusdattinaVajrrachedakanama金 剛 に等 しき

全 て の業 と障 礙 とを 斷 ず る故 にVajracchedikaと 名 つ く。(R・Hoernle;Manuscr-

iptRemainsofBuddhistLiteraturefoundinEasternTurkestanVol.1.p.239)

以 上 の兩 説共 に肯 き得 る と ころ で あ る が,ど ち らか と云 え ぱ後 者 は特 殊 な場 合 に 限

られ る樣 であ る。 最 初 に意 圖 され た考 え は種 々な る方 面 よ り檢 討 して や は り前 者 で

は な か ろ うか。 ・,

53tshogbladags,skt.adhivacana.

⑭ 新 譯 に よ り補 う

㊥ 大 正 藏經 所 收 の 新譯 に は十 方 とあ るが,藏 譯 にstabsbCUと あ る よ り見 れ ぽ十 力

の 誤 りで あ ろ う。

56khadog,skt.varna

57dranpa,skt.smriti

㊥ 舊 譯 は五 十 功 徳 旋 陀羅 尼 と し新 譯 は 五 百 功徳 轉 陀 羅尼 とす る。 藏 譯 で はyontan

lnabrgyapahilehushesbyabahigzunsと あつ てlehuY'旋 の 義 が あ る のだ ろ

うか 。藏 譯 には,旋 或 は轉 の義 は出 てい な い樣Y'考 え られ る。 舊 譯 に言 う旋 陀羅 尼

は妙 法華 經 第7普 賢 菩薩 勸 發 品(大9.61.b)Y'「 受 持讀 誦 法 華 經 者 得見 我 身 甚大 歡

喜 。 轉 復 精進 。以見 我 故。 郎 得 三 昧 及 陀羅 尼 。 名 爲旋 陀 羅 尼 。(dharanyavarta)

百 千 萬 億旋 陀羅 尼 。 法 音 方便 陀羅 尼 。(sarvarutakaugalya)」 と三陀 羅 尼 の一 つ と し

て出 てい る。

sstinnehdsin,skt.samadhi

somomsparhjug .pa,skt.samapatti

@新 譯 は,法 喜,禪 悗 とす る。

⑫ 未 成 佛 の四 菩薩 につ い て,國 譯 者 は増 一 阿 含 經 第44,舍 利 弗 問 經 等 に説 か れ る不 泥

恒 の 四大 羅 漢 帥 ち大 迦 葉,羅1i¥1羅,賓 頭 盧,君 徒 般難 の轉 化 な ら ん と して い る。

(國 譯 一 切 經,經 集 部6..P.98)恐 ら く,大 乘 的 に轉 化 した もの で この 法 門 を護 持

す る爲 に菩 薩 と して殘 され た の で あ る。

⑳ 藏 譯 原文 は次 の 句 と順 序 が逆 であ るが,意 味 上 新 譯 に從 つ て入 れ 換 え る。

⑭ 藏 譯 原文 は 次 の 句 と逆 で あ るが7意 味上 入 れxる 。 ・

⑮ これ よ り以 下,次 の偈 頌 に至 る迄 の長行 の部 分 は舊y,欠 く。

⑯rnamparhdren,skt.vinayaka.指 導 す る人 の 意。


